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　熟練技能者の高齢化や若年者を中心とした「ものづくり・技能」離れが懸念され
る中、平成 25 年度に厚生労働省の委託事業として「若年技能者人材育成支援等事
業」が創設されました。この事業では、技能労働者の地位向上を図り、若者が進ん
で技能者を目指す環境整備をするための地域振興事業や厚生労働省「ものづくりマ
イスター制度」（以下、「ものづくりマイスター制度」）を展開しています。
　「ものづくりマイスター制度」では、優れた技能と経験を有した熟練技能者を　
厚生労働省「ものづくりマイスター」（以下、「ものづくりマイスター」）として認
定し、中小企業や学校等において広く実技指導等を行い、産業活動の基礎となる若
年技能者の育成を支援しています。

　昨年度、平成 25 年度に企業・業界団体、高等学校等へ「ものづくりマイスター」
を派遣した事例の中から高評価を得た 10 事例をとりまとめ、「ものづくりマイス
ター活用好事例集」を作成しました。さらに、この「ものづくりマイスター活用
好事例集」を「企業・団体編」と「学校編」に分冊・再編するとともに、各編に 5
事例の活用好事例を追加し、平成 27 年度版としてとりまとめました。

　本書は、「ものづくりマイスターを受け入れた企業・業界団体等の担当者」、「受
講者」、「ものづくりマイスター」及び「地域技能振興コーナー担当者」の方々に「も
のづくりマイスター制度」の活用とその効果について取材しました。企業・業界団
体等において、「ものづくりマイスター」の受入れを検討する際の参考情報等として、
活用いただければ幸いです。

　なお、本書の作成に当たり、ご多忙の中、取材にご協力いただきました関係の方々
に対し、紙面を借りて厚く御礼を申し上げます。

平成 27 年 9 月
中央技能振興センター
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　これまで建築を学ぶ学生を対象に、和型瓦に関する
講義等を行ったことはありましたが、「企業に教えに
行くこと」は私にとって初めての経験でした。企業で
教えるということは、「受講者に実際の現場で活きる
仕事のコツ」を教え、それを実践できるようにしなけ
ればなりません。そのためには、自分が普段の現場で
やっていることを言葉にして教え、相手に習得しても
らうことが必要で、それを伝えることに苦労しました。

「企業に教えに行く」ことは
私にとって、初めての経験だった

　指導を進めるに当たり、まずは個々の技能のレベル
を把握するため、技能検定の課題に取り組んでもらい
ました。その上で、指導の始めの頃は、各個人の苦手
分野を克服するために時間を使いました。その後、技
能検定の受検を見据えた指導に移行し、時間配分や、
作業の精度の上げ方等を教えていきました。始めのう
ちは、どうしても目の前の作業に追われて焦るため、
全体のバランス（瓦によって形成される屋根の線）が
歪んでいても、気付きにくいものです。
　日本の建物は、直線美と曲線美で成り立っていま
す。屋根は、その中でも極めて重要な要素を占め、和
型瓦の置き方ひとつで、その建物の良さや価値が大き

「言葉で教える部分」と
「やってみせる部分」をうまく使い分ける

有限会社カヨー・メカニカル

教え子が 分からないことを
分からないままにさせない

深井忠一ものづくりマイスター

昭和 49 年 2 月 9 日生まれ
平成 15 年度 　1 級技能士　かわらぶき（かわらぶき作業）取得
平成 25 年度　 厚生労働省ものづくりマイスター
　　　　　　　（かわらぶき）認定

深井　忠一（ふかい　ただいち）

ものづくりマイスター

　いま、私がこうして職人として仕事ができているの
は、若手だった頃に、先輩が、色々な瓦屋で仕事をす
る経験をさせてくれたことが大きいです。そのおかげ
で、多くの職人さんと交流し、技能を学び、負けん気
を刺激され、学び続けることの大切さを自覚すること
ができました。
　私も、ものづくりマイスターとなって「学び続ける
ことの大切さと面白さ」を教え子に実感してもらえる
ような指導をしていきたいと思っています。

　現在、株式会社石川商店が受注する屋根工事（新
築、リフォーム、メンテナンス等）の多くは、化
粧スレート等の新しい素材（新建材）を扱うもの
がほとんどで、和型瓦を用いる機会はかなり減っ
てきています。そのため、職人の知識が、どうし
ても新建材の方に偏りがちになっていました。
　ここで、いま一度、古くからの建材である和型
瓦の技能を学ぶことで、職人としての知識や技能
の幅を広げようと思い、和型瓦専門の職人に教わ
る機会を作るために、「ものづくりマイスター制
度」を活用しました。

事例 1　かわらぶき

株式会社　石川商店

ものづくりマイスター派遣先

株式会社石川商店

写真左から）深井忠一ものづくりマイスター、受入担当者の石川弘樹社長　　写真上から）受講者の浅井伸次さん、林洋道さん、鈴木和宣さん

かわらぶき

〒 142-0063　東京都品川区荏原 2-2-3
代表者　：石川　弘樹
資本金　：1,000 万円
事業内容：各種屋根材一般販売及び屋根工事業
設立　　：昭和 26 年 5 月
従業員数：9 名（H27.7 取材当時）

学び続けることの大切さと面白さを
実感してもらえるような指導をしたい

　教える際に、「きっと伝わっているだろう」ぐらい
の気持ちで話したことは、大抵の場合、受講者には伝
わりません。伝える内容を明確にし、受講者が理解で
きているか、消化不良を起こしていないか、常に確認
しながら先に進めていく必要があります。私の場合は、
説明したことを受講者に実践してもらい、行き詰まる
ような部分があれば、私が実際にやってみせながら、
言葉でも説明していくようにしました。指導に当たっ
ては「教え子が分からないことを、分からないままに
させることは絶対にしない」という意識で臨んでいま
す。

目の前の作業に追われることなく
仕事全体のバランスを常に考える

く変わってしまうものです。そのため、指導の時は「一
歩下がって、バランスを見ることがとても大事だ」と
いうことを、常に言い続けました。指導も後半になる
と、受講者全員が落ち着いて作業に取り組めるように
なり、課題の完成度も上がりました。全員が確実に実
力をつけているという手応えを感じる場面も多くあり
ました。

期間 11 月〜 2 月

実施場所 株式会社 石川商店

受講者数 5 名
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　近年、仕事で取り扱う建材の多くが、化粧スレート
等の新しい素材（新建材）であるため、私を含めて職
人が和型瓦を触る機会は、かなり減ってきています。
　そのような中で、日本が誇る和型瓦の普及をもっと
促進したいという思いと、私を含め、職人が和型瓦の
技能について体系立てて学ぶことで、知識や技能の幅
を広げたいという２つの思いを常に持っていました。
　学習環境については、社内にも和型瓦の技能を教え
られる職人はいますが、社内で常に顔を合わせ、気心
知れている社員同士では、どうしても甘えが出てしま
います。　
やはり、集中して勉強するためには、外部から職人さ
んを招き、緊張感のある環境を作りたいと思いました。
そうした中、「ものづくりマイスター制度」の存在を
知り、ぜひ活用したいと思い、地域技能振興コーナー
に相談しました。

外部から職人さんを招き
集中して勉強する環境を作りたかった

事例 1　かわらぶき

写真）深井マイスターの指導の様子

　ものづくりマイスターの受け入れに当たり、社内で
の仕事と勉強の時間調整は自分たちの問題なので、い
くらでも調整でき、苦労はしませんでした。むしろ、
わざわざ時間を取って足を運んでくれるものづくりマ
イスターに対して、無理を強いてしまっているような
気持ちになり、気後れすることがありました。しかし、
お互いの仕事に対する思いなどを話すうちに「瓦業界
を盛り上げるために頑張りたい」という気持ちは１つ
であることを認識し、気後れすることもなくなりまし
た。それからは、気を遣うのではなく、指導の時間を
最大限活用することだけを考え、指導を受けることに
専念しました。結果として、私を含め複数の受講者が、
技能検定１級に合格しました。

社内での研修にはない「緊張感」が
学習効果を高める

指導日 指導内容

1 11/30 技能を確認するため、1・2 級実技試験課題を製作

2 12/7 1・2 級受検を意識した練習ができるように、課題の重点となる作
業要素、時間短縮テクニック等を指導。

3 12/14 技能習熟訓練

4 12/21 技能習熟訓練

5 12/27 技能習熟訓練

6 1/11 技能習熟訓練

7 1/18 技能習熟訓練

8 1/21 技能習熟訓練

9 1/25 技能習熟訓練

10 2/1
技能到達度の状況把握のため、技能検定試験の模擬受検の形で、
時間を計って実施。作品を評価し、問題点を白墨でマーキングし、
その克服策を検討・アドバイス。

株式会社石川商店

　屋根職人としての経験の中で、和型瓦も取り扱った
ことがありますが、深井マイスターの指導を受けて、
まだまだ経験不足であることを痛感しました。深井マ
イスターのアドバイスがなければ、技能検定１級には
合格できなかったと思います。（浅井さん）
　私は、社内で管理業務を担当しており、瓦にはほと
んど触れたことがありませんでした。完全なゼロから
のスタートで、勉強は大変でしたが、皆で同じ目標に
向かっている実感があったため、つらいと感じること
はありませんでした。短期間で技能検定の課題を完成
できたことが、大きな自信につながりました。（林さん）
　これまで、新建材しか扱ったことがなく、和型瓦を
取り扱うのは初めてでした。今までの経験はリセット
し、ほぼゼロからのスタートでした。深井マイスター
は、私が理解できていない部分を的確に見抜き、細か
くアドバイスをしてくれました。（鈴木さん）

　企業に対するものづくりマイスター派遣は、まだ件
数は多くありません。大きな理由の１つとして、企業
側が、社外の人が教えに来ることに対して、気後れし
てしまうことがあると感じております。
　今回のケースが成功している理由は、ものづくりマ
イスターと企業が、仕事に対する熱意や方向性を共有
していることだと思います。教える・教わる立場の関
係でありながら、共にその業界を盛り上げていく仲間
としての意識をもつことが、「ものづくりマイスター
制度」活用の秘訣だと思います。

「上に立つ者としての姿勢」についても
多くのことを学んだ

写真）練習風景

カリキュラム

自分が苦手な部分を的確に見抜き
アドバイスをしてくれた

石川弘樹 社長 受講者の声

【地域技能振興コーナー担当者より】

目の前で「やって見せてもらえる」ことで
理解力に大きな差がつく

教える側と、教わる側が
互いの熱意を共有し、共に頑張った

体系立てた、スマートな研修方法を確立し
屋根職人への門戸を広げたい
　これまで、若手を教える方法は「親方の仕事を見て
覚えろ」というやり方が多く採られてきました。しか

し、それでは一人前になるまでには時間がかかります。
　近年は、技術のライフサイクルが昔よりもかなり短
く、ビジネスのスピードも早いため、修行期間はでき
る限り短縮すべきだと思います。技能検定の受検勉強
を通じた、体系立てた基礎の学習は、それに最適だと
思います。
　屋根職人に対するイメージとして、「厳しく閉ざさ
れた世界」というよりも、「格好いいし、意外とスムー
ズに技能が身につくんだ」というスマートなイメージ
を作りたいです。その方が、若手への門戸が開けるし、
後継者も育てられると思います。そして、自分の会社
で学んだ職人が成長し、独立したり、教える立場となっ
ていったときに、東京の石川商店の出身であるという
ことを誇りに思い、仕事相手に安心感を与えられるよ
うな会社づくりをしていきたいです。

りますが「深井マイスターの教え子」という点では、
他の社員と同じです。教わる立場から深井マイスター
の指導を見て、これまでの、私の社員に対する指導と
の圧倒的な差を感じたのは、「相手の苦手な部分を見
抜き、的確な手本をやって見せる」という点です。
　私も、社員に作業のやり方を説明することはありま
すが、「相手に合わせた的確な手本を見せる」ことは、
まだ完璧にはできていませんでした。今回、自分自身
の技能の習得も当然ですが、上に立つ者として、部下
を導いていく姿勢や方法についても、深井マイスター
から多くを学びました。（石川さん）

　私は、技能検定 1 級の受検に当たり、深井マイスター
の指導を受けました。私は、石川商店の経営者でもあ

受入担当者
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　今回の訓練は「仕上げ」という限定した作業でした
が、受入れ先の牛越社長から、それが日常の生産活動
の延長線上にあるものとして、普段の仕事につながる
ようにして欲しいという要望がありました。私も今回
の勉強を日常の生産活動にどう活かしていくかが大切
であろうと考え、今回受講される方が、どういう仕事
を普段されているのかを予めお聞きしました。当然、
受講後に技能検定を受検し、合格できればいいという
目標もありましたが、それは指導目的の 2 番目くら
いの感覚で捉えていました。
　指導に当たり工夫したことは、実際にものを加工す
ることに重点をおき、「キサゲ作業」を取り入れたこ
とです。キサゲという作業は現在、ほとんど使われな
くなりましたが、感覚を養うために非常に大切で、こ
れをなくしたら日本のものづくりは生き残れないと
思っています。また、この講習が仕事にどうつながる
のかを、よく説明することも心がけました。
　特に、感覚的な部分の指導は難しいですね。寸法は
その寸法に入っていれば良いのですが、実際に形にし
ていくと、100 分の 1 ミリの差があって良い場合と
悪い場合が分かってきます。また、通常デジタルの測
定器を使いますが、講座ではなるべく使わないように
しました。
　目の感覚で作業した後に測定器で数字を見て、感覚
を養ってもらいました。

受講者の日常業務に役立てることができる
指導を目指した

　受講者には新しいことへのチャレンジでしたが、意
欲的に取り組んでいただいて、右肩上がりで力が伸び
ていきました。3 時間と短い講習ではやり残すことも
ありましたが、皆さんが次回までに完成させてきてい
て、復習も相当されたのではと感じました。仕事に活
かそうという意気込みが伝わって非常に良かったと思
います。

「学んだことを仕事に活かそう」という
意気込みが伝わってきて、
意欲的に取り組んでもらうことができた

株式会社牛越製作所

〒 394-0031 長野県岡谷市田中町 2-8-11
代表者　：牛越　弘彰
資本金　：2,400 万円
事業内容：精密部品加工・試作品・治工具の製造 
設立　　：昭和 56 年 6 月
従業員数：42 名（H26.7 取材当時）

事例 2　仕上げ

株式会社 牛越製作所

ものづくりマイスター派遣先

古き良き技能で感覚を身につけ
毎日の生産活動につなげる指導

藤原　均ものづくりマイスター

昭和 24 年 10 月 29 日生まれ
昭和 58 年度　1 級技能士　仕上げ（機械組立仕上げ作業）　取得
昭和 59 年度　1 級技能士　機械加工（精密器具製作作業）取得　
平成 6 年度　  特級技能士　仕上げ　取得
平成 25 年度　厚生労働省ものづくりマイスター
　　　　　　　（仕上げ、機械加工）認定

藤原　均（ふじはら　ひとし）

ものづくりマイスター

　今後の指導に当たっては、効率を良くすることが課
題です。「やって見せて、やらせて、そのチェックを
する」ということを繰り返す指導の手法がありますが、
それを四角四面にやろうとすると時間がかかってしま
います。決められた時間内に行うには、もっと的確な
要点の説明が必要だと感じました。手本を見せること
も必要なため、自分自身の技量を落とさないことも大
切です。指導者として、口先だけではまずいというの
が持論ですので、時間を見つけては、私も練習するよ
うにしています。
　「ものづくりマイスター制度」では、仕事の基本と
なる部分や感覚を伝えることができる、非常にいい
チャンスを与えていただいたと思っています。やり方
を押し付けるのは失礼な話です。絶対こうやらなきゃ
ダメだとかいうことではなく、「基本はこうだよ」と
いうことを学んでいただいて、それをどう応用するの
かは、受講された方々と会社さんのやり方だと思って
います。企業風土が全然違うところから来た私のよう
な人から何かを 1 つでも学び、活かしていただけれ
ばありがたいと思います。

学んだことを仕事に活かしてほしい　

　社内の若い人材が自信を持てる技能を身に付け
るための訓練の機会を設けることが難しく、以前
は技術専門学校に派遣して勉強してもらっていま
した。
　近年、技能検定受検を視野に入れたこともあり、
与えられた仕事をこなすだけでなく、最初から最
後までいかに組立てを行うのかということを若手
の技能者たちに体感してもらい、上のランクに飛
躍するきっかけにしたいと考え、優れた技能・技
術のあるものづくりマイスターの派遣を要請しま
した。

写真左から）藤原均ものづくりマイスター、受入担当者の牛越弘彰社長　　写真上から）受講者の植松こずえさん、越智正行さん、武井勇樹さん

仕上げ

実施期間 1 月〜 2 月

実施場所 株式会社牛越製作所

受講者数 ３名
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写真）作品

指導日 指導内容

1 1/16 ・機械図面の読み方、機械要素
・計量器の取扱い

2 1/21 ・やすりの種類と用途
・大掛け・ ロット製作 S45C ( 1 面目）基準面

3 1/23 ・大掛け（60 分）0.2 切削　平行度 0.05
・ロット製作　S45C （2 面目）直角出し

4 1/28 ・大掛け（45 分）0.2 切削　平行度 0.05
・ロット製作　S45C （3 面目）寸法出し

5 1/30 ・大掛け（45 分）0.2 切削　平行度 0.03
・ロット製作　S45C （3 面目）寸法出し

6 2/4 ・大掛け（45 分）0.2 切削　平行度 0.02
・課題製作　ロット製作

7 2/6 ・大掛け（40 分）0.2 切削　平行度 0.02
・課題製作　台、蓋製作

8 2/13 ・大掛け（40 分）0.2 切削　平行度 0.01
・課題製作　組立調整

9 2/18 ・大掛け（30 分）0.2 切削　平行度 0.02
・課題製作　2 作目

10 2/20
・大掛け（20 分）0.2 切削　平行度 0.01
・課題製作　２作目
・キザゲ作業の基礎

株式会社牛越製作所

　私たちは機械に頼っていたので、あの大きなやすり
を使って「手作業でそこまでできるんだ」というのが
最初の驚きでした。（植松さん） 先生は簡単そうにやっ
ていたのに、自分はまっすぐやすりをかけることすら
できず、さすがという印象でした。（越智さん）
自分が機械でやっていることを手作業でどうやるのだ
ろうと思い、実際にやると想像より難しかったので、
すごいと思いました。（武井さん）

受講の動機

カリキュラム

　当社の社員は比較的若く、技術的なことの基本が何
なのか分かっていない人が多いのではないかという思
いがありました。そんな折、若年技能者人材育成支
援等事業の連携会議に出席する中でこの制度を知り、
せっかくなので活用させていただいて、若手社員に基
本に強くなってもらえればと考えました。

経験豊富なものづくりマイスターの
「姿勢や考え方」に触れる機会

事例２　仕上げ

　製造業として、他ではできないことが、うちの会社
ならできると自信を持って発信できる会社にしたいと
思っているのですが、「ものづくりマイスター制度」

ものづくりマイスターの指導は
若い技能者にとって貴重な機会になる

若い人が熟練職人の技能を見ることができる
貴重な機会

　「ものづくりマイスター制度」によってあらゆる会
社の技能や技術を同一化しようという気持ちはありま
せん。自社だけでなく、外からもいいものがあれば取
り込んでいこうという会社さんには、お役に立ててい
ただける制度だと思います。ご自身の会社の特色や弱
みを把握し、他と差別化するには、ここに力を入れる
のだと考えている積極的な事業主さんには、是非使っ
ていただきたいです。そのためにはますこの制度を
知っていただいて、できる限りの支援をしていきたい
と思っています。

【地域技能振興コーナー担当者より】

「職人としての姿勢」も教わった
受講者の声

　就業時間中の講習だったので、受講者がその間仕事
を離れられるように現場の協力が必要でした。現場の
仕事が立て込んでいない時期を選び、限られた作業ス
ペースを調整して、講習の場を確保してもらいまし
た。通常の業務を行っている隣で講習を行ったことで、
関心を持った他の社員から次回の受講の希望が出てお
り、結果として良かったと思っています。

現場の協力を得られたことが
スムーズな受け入れにつながった

ものづくりマイスターの姿勢や考え方に触れ
手仕事のすごさを体感できた
　受講生たちが受講後に技能検定を受検し、会社とし
ても初めての技能検定の受検者を出せたことが 1 つ
の成果となりました。しかし、技能や技術以上に、キャ
リアのあるものづくりマイスターさんのものづくりに
対する姿勢や考え方に触れられたことが、大きなプラ
スになったと思っています。生産の色々な過程に自分
たちがどう工夫して関わるのか、また、自分の手を実
際にどのように動かすかによって、正しい寸法が出た
り出なかったりすることから、人の手仕事のすごさを
体感することができ、受講者たちの考え方が変わって
頼もしくなったと感じます。

は他社との差別化を図るために活用できるものです。
人材不足が深刻になる中で、若い人たちを採用しても、
指導ができないという話をよく聞きますが、この制度
を使って若い人が技能を持って仕事ができるのは、会
社の武器になります。コーナーさんも協力して下さる
ので、一歩を踏み出すことが大切だと思います。

　教わった技能や技術が仕事の中でも活かせること
と、受講後に技能検定に合格すれば、会社が新しく仕
事を受注できるのではないかと思い、受講しました。

（植松さん） やすりで仕上げることは、普段、仕事で
はしていない作業なので、自分の技能の幅を広げる
チャレンジとして受講しました。（越智さん） 受講す
ることで、普段の仕事の技能や技術を上げられるとい
いなと考えました。（武井さん）

スゴイと思ったことは？

んとなく分かるようになり、感覚が鋭くなった気がし
ます。（植松さん） 現場で使う機械はやすりより抵抗
があるので、いかに抵抗を少なく早く加工するかを考
えるようになって、作業効率が上がったと思います。

（越智さん）現場でも時々やすりを使用しますが、以
前は意識しなかった「精度良く」ということを考える
ようになりました。（武井さん）
　ものづくりマイスターの技能を間近に見て凄さを感
じ、「職人になりたい」と目標が明確になりました。
昔のように見て盗めということではなく、職人さんか
ら直接、丁寧に教えてもらえるめったにない機会だと
思います。（植松さん） 直接仕事で使っていない技能
でも、受ければ必すプラスになると思うので、チャン
スがあれば是非受けてみたらいいと思います。（越智
さん）ものづくりマイスターに身近で教えてもらえる
のは貴重で、とてもいい機会だと思います。（武井さん）

特に参考になったことは？

写真）藤原マイスターの指導の様子

　要領が悪く、検定の実技の制限時間もぎりぎりだっ
たのですが、何度も寸法を測らなくても、目で見てな

牛越弘彰 社長受入担当者
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　打合わせの時点で、板金の展開方法、曲げ方法、組
立方法、溶接方法などを教えてほしいと要望がありま
した。私の得意分野なのでお引き受けしました。その
人の持つ良いところは伸ばしていきたいので、私から
見たら「こうしたほうがいい」と思っても、本人が別
の方法でやりやすければ、それを伸ばしてやりたい。
その人の長所を見つけて伸ばしていくという指導を中
心にして、今回この派遣に臨みました。
　ものづくりには答えがないので、指導する立場とし
ては非常に難しい。その人の弱点を見つけて「これは
ダメだ」と言うのではなく、その人の作り方を活かし
ながら、その人の意見を聞いて「こうしたほうがやり
やすいのではないか。時間短縮ができるのでないか」
といった話をして、実際に自作マニュアルに沿って
色々と作ってみました。

本人にとってやりやすい方法に沿って
技能が身につくように工夫

　指導に当たっては、時間調整に苦労しました。お客
様からの仕事を優先する中で、何とか時間をつくって
実施しました。派遣講習はうまくできたけれど、納期
が遅れてお客様に迷惑をかけたのでは意味がありま
せん。受講者は社員 5 人ですから、中小零細企業で 5
人が手を止めるのは結構リスクもありますので、そこ
は配慮しながら、大窪様と打合わせをして進めました。
　受講したみんなが真面目に真剣に取り組んでくれた
ので、私も教えがいがありました。教えられたことを
自分の技術にしたいという思いを受け止めました。私
が指導して、みんながものを作ってみて、それが速く
できて「こういう方法で簡単にできるんだ」と話すの
を聞いたりすると、やって良かったなという実感がわ
いてきました。

会社全体の協力が
指導をより有意義なものにする

有限会社大窪鉄工

〒 929-1314 石川県羽咋郡宝達志水町南吉田ち 39-1
代表者 ：　大窪俊光
資本金 ：　500 万円
第二工場 ：石川県羽咋郡宝達志水町麦生ネ 5
事業内容 ：金属板金加工
従業員数 ：20 名（H26.7 取材当時）

　グローバル化が進む中、企業として生き残って
いくためには、高品質なものを作るための技術力
が重要です。これからは「うちの会社は小さいけ
れど、これだけの技術・技能があります」という
ところで勝負をしなければなりません。当社と同
じくらいの規模の板金屋さんは、石川県だけでも
200社近くあります。その中で競争していくには、
高い技術力を持っていることをお客様に見てもら
わなくてはならないし、逆に見せられなければ仕
事は来ません。何とか技術力を強化したいとの強
い思いがあって、今回、「ものづくりマイスター
制度」を活用させていただきました。

事例３　工場板金

有限会社 大窪鉄工

ものづくりマイスター派遣先

楽しくものづくりをすることが基本
楽しさがなければ良品はできない

寺山清作ものづくりマイスター

昭和 19 年 4 月 10 日生まれ
昭和 63 年度 1 級技能士　工場板金（機械板金作業）取得
平成 2 年度 1 級技能士　金属プレス加工（金属プレス作業）取得
平成 3 年度 1 級技能士　鉄工（構造物鉄工作業）取得
平成 12 年度 高度熟練技能者　（金属製品製造関係・板金）認定
平成 13 年度 卓越した技能者の表彰 ｢現代の名工 ( 板金工 )｣ 受章
平成 25 年度 厚生労働省ものづくりマイスター
　　　　　　（工場板金、金属プレス加工、鉄工）認定

寺山　清作（てらやま　せいさく）

ものづくりマイスター

　基本的なことをもう少し色々な企業で教えるように
したいと思っています。技能は身に付くのですが、技
能と知識が一体になって初めて人に教えることができ
るので、技能と知識を一体とした形で教えられたらい
いなという思いはあります。技能はやっているうちに
自然と身に付きますから、技能を裏付ける知識がどれ
だけあるか、そこが難しいと思います。教えるとき
に、一方通行の話は絶対にしないということに気を付
けて、これからもやっていきます。
　「ものづくりマイスター制度」も「技能検定制度」
も知らないという企業がたくさんあります。そこで、
石川県板金工業組合にオブザーバーで呼ばれたときに
石川県地域技能振興コーナーにパンフレットを用意し
てもらって、組合から会員に送ってもらい、少しずつ
周知が図られてきています。是非もっと多くの企業に
制度を活用していただきたいと思っています。

五感を駆使して身体に覚えさせる
「技能」「知識」の両方を的確に伝える

写真左から）寺山清作ものづくりマイスター、受入担当者の大窪昌次専務、受講者の大窪俊次さん

実施期間 11 月〜 12 月

実施場所 有限会社大窪鉄工

受講者数 5 名

工場板金
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指導日 指導内容

1 11/9 展開方法

2 11/22 曲げ方法

3 12/11 組立方法

4 12/12 溶接方法

有限会社大窪鉄工

　現場で働いて 10 年ほどになりますが、技能や技術
に関しては「これでもう自分は完璧だ」ということは
まずあり得ないと思います。一生勉強というような形
になると思いますが、昔から寺山マイスターの知識と
技能については何回も耳にしていました。今回こうい
う機会にめぐまれ、本当に感謝しています。
　例えば、曲げるときの角度の修正の方法も、今まで
やっていた方法よりも寺山マイスターの方法のほうが
速いです。
　金属板を切るシャーリングにしても、寺山マイス
ターの方法を聞いて「ああ、そうなのか」と納得でき
るところがたくさんありました。例えば正方形の板を
切るにしても、今までのやり方では、正方形になって
いなかったかもしれないと思うくらいに、寺山マイス
ターの方法は参考になりました。機械が古くなればな
るほど精度も落ちてきますが、その修正の仕方なども
教えていただき、大変勉強になりました。
　4 日間の講習でしたが、講習によって費やした時間
はすぐに元がとれます。自分たちが知らないことがま
だいっぱいあると思うので、もしこういう機会があれ
ば、また是非お世話になりたいと思います。 

　「ものづくりマイスター制度」の PR 不足は実感し
ています。業界団体等を通じて PR させてもらうのが
効果的な方法かと思っています。中小零細企業の方々
は、時間を割いて本当に効果が出るものかどうかが、
よく分らないのだろうと思います。今回、この「もの
づくりマイスター活用好事例集」を作って PR できれ
ば、もっと制度を活用しようという企業が出てくると
思います。それとともに、ものづくりマイスターをもっ
と増やして、多様なニーズに対応できるようにしてい
きたいと思っています。

【地域技能振興コーナー担当者より】

写真）作業の様子

カリキュラム

　板金工業組合などから「ものづくりマイスター制度」
の話を聞いたのがこの制度を知るきっかけです。最近
では特に品質が求められる時代になってきました。品
質の向上、時間短縮など、お客様のニーズに応えられ
るようにするためにも改めて基本を学ぼうということ
で、指導をお願いしました。
　制度を取り入れるに当たっては、時間の調整で苦労
しました。そして実技指導を受けるに当たって、社員
の誰を人選するかで苦労しました。うちの会社で各
部署の主要な社員を選んだつもりですが、将来は上に
立っていくであろう社員に受講させました。上に立つ
者がものづくりの基本を分かっていないと、本当の意
味で部下に教えることはできません。教えられたとし
ても、教えて相手に伝わるかどうかは別問題で非常に
難しいです。

「ものづくりマイスター制度」を活用して
将来のリーダーを育てたい

指導を受けてそれまでの自らの方法を
見直す機会になった

 事例３　工場板金

写真）作業の様子

　上司が部下に教えるのと、専門の技能と知識のある
人が外部から来て教えるのとでは、大きく違います。
私も 10 年ぐらい現場で働いたあとに、今の役職に就
きました。今は現場を離れているので、従業員は私が
現場で仕事をしていたことを知りません。従業員も自
信とプライドを持って仕事をしていますから、私が何
か言っても、真剣に聞こうとしないわけです。一方、
寺山さんのように外部のスペシャリストが来て教える
と、聞き方が違うし、教える要点も違います。私は今
まで経験してきた仕事に対する技術しか教えられませ
んが、ものづくりマイスターからそれ以上の幅広い知
識を教えていただけるのが大きなメリッ卜です。

幅広い技能や知識を教えてもらえることが
最大のメリット

指導から学ぶものの多さは計り知れない 自らのやり方を見直すきっかけに
受講者の声

　「ものづくりマイスター制度」を知らない方が多い
と思います。私はたまたま板金工業組合からその話を
聞くことができたので、ラッキーでした。こういう良
い制度があるので、広告宣伝にもっと力を入れていた
だければありがたいです。私どものような中小零細企
業が受ける場合は、長い期間で受講したほうが活用
しやすいと思います。技能や技術が上がれば当然、ス
ピードも速くなり、利益もさらに向上できると思うの
で、「ものづくりマイスター制度」を是非活用してい
ただければと思います。今回受講した後、基本的なこ
とを教わったので技能検定に挑戦しようと、受講者 5
人が技能検定 2 級を受けました。その結果、2 名が合
格しました。実技試験は全員合格しました。

社員の技能や作業スピードの向上が
会社の利益向上につながる

大窪昌次 専務受入担当者
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　福井県インテリア事業協同組合では、若年職人
の育成と技能の幅を広げるため、講習会を開催す
るなど、技能の向上に積極的に取り組んでいます。
より高度で実際的な技能の習得のため、経験豊富
な技能者による指導を行う場を設けたいと考え、

「ものづくりマイスター制度」を活用しました。
　今回は、福井県職業能力開発協会主催の技能者
の大会である、「福井　技の祭典」の壁装部門へ
出場する若手職人に対して、大会に向けた技能の
基礎固めとレベルアップのための指導をお願いし
ました。

事例４　表装

福井県インテリア事業協同組合

ものづくりマイスター派遣先

　私が修行時代についていた親方は、知識も技能も秀
でた方でしたが、それに加えて、ことあるごとに「職
人のいろは」を教えてくれました。その影響もあり、
私も親方から受け継いだ技能を自分なりに向上させ
て、次の世代に伝えていきたいという気持ちを強く
持っていたので、ものづくりマイスターになりました。

教わったことを受け継ぎ
向上させて、次の世代に伝えたい

　指導は若手職人７名に対して、３回に分けて行いま
した。３回という短い時間の中で講習の効果を挙げる
ために、「受講者の意識を高める」ことに注力しました。
意識が高まれば、どんな難しいことでも、たいていは
習得できますし、乗り越えられます。
　受講者は、経験の違いはありますが、全員が現職の
職人であり、業務の合間を縫って競技大会に出場し、
好成績を収めることを目指して今回の講習に来ている
ので、向上心は皆が持ち合わせています。そのような
受講者の「意識を高める」ということは、「受講者が
仕事上では、なかなか経験・習得できない技術を見せ
て、教え、仕事の幅の広がりを実感させる」ことだと
考えました。そのために、受講者それぞれのレベルを
見て、どのような部分の経験が少ないかを把握し、教
える内容を決めました。

仕事だけでは習得しづらい技能を教え
「上手くなりたい」という気持ちを高める

福井県インテリア事業協同組合

教え子が「上手くなりたい」と
自ら思うきっかけ作りをする

西原相春ものづくりマイスター

　近年の職人の技能は、「工期を最優先とした、いか
に早く綺麗に仕上げるか」という部分に偏りがちです。
そして、日々の仕事に追われてしまうことが多いので

「早く綺麗に仕上げる技術」に関しても「その手法を
知っている」のみで、「なぜそういう手法を採るのか、
他の手法と比べて長所・短所は何か」等の本質的な部
分についての知識が浅いままになっている場合が多い
です。講習会では、「手法の説明」で終わらせずに「な
ぜそうなるのか、なぜそれをしなければいけないのか」

「手法の説明」ではなく
「手法の成り立ちや理由」を深く考える

写真左から）西原相春ものづくりマイスター、受入担当者の野尻久幸理事長、受講者の西村一哉さん

表装

〒 910-0005 福井県福井市大手 3-7-1（福井県繊協ビル 6F）
理事長：野尻　久幸
資本金：219 万円
設立年 ：昭和 49 年 6 月（昭和 49 年８月 法人設立）
会員数：85 名（H27.7 取材当時）

期間 9 月〜 11 月

実施場所 福井県青少年センター

受講者数 7 名

表装の仕事の幅広さや
意義を体感し、広めていきたい
　講習会は「福井　技の祭典」の競技自由課題を使用
しました。目指す目標は、規定時間内に受講者自身が
コーディネートした壁装作業を行う事で受講者のコー
ディネートセンスを磨き、かつ作業の正確で丁寧な仕
上げです。壁装で使用する素材には和紙、布や金紙等
もあります。これらを貼る作業は高度な技能が必要で、
建造物の修繕や改修には不可欠な技能です。
　表装の仕事は、近代的な建物の新築・リフォームか
ら、歴史的な建造物の価値を維持し残していくことも
求められる、幅が広く、意義のある仕事です。自分の
努力次第で、いくらでも仕事の幅や価値を高めること
のできる、やりがいのある仕事だということを広め、
この業界に興味を持ち、入ってくる若者を増やしてい
きたいです。

を一つひとつ教えました。一人ひとりへの教え方は違
いますが、それが伝われば嬉しいです。

昭和２７年 7 月 3 日生まれ
平成 7 年度　1 級技能士　表装（壁装作業）取得
平成２６年度　厚生労働省ものづくりマイスター（表装）認定

西原　相春（にしはら　そうはる）

ものづくりマイスター
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　福井県民に技能を公開し、技能尊重気運の醸成を図
り、新たに職人を目指す若者を増加させることを目的
とした「福井　技の祭典」の中で、技能を見せる「技
能・製作実演大会」という大会があります。その大会
の「壁装部門」に、当組合の若手職人が出場すること
になり、より高度で実践的な技能の習得のために、経
験豊富な技能者による指導を受ける場を設けたいと考
え、「ものづくりマイスター制度」を活用しました。

「福井　技の祭典」に出場する若手職人が
高度な指導を受けられる場を設けたい

事例４　表装　

写真上）西原マイスターの指導の様子（写真右）
写真下）練習風景

　受講者は、同じ大会に出場する選手であるため、互
いにライバル関係でもあります。それでも、講習会を
通じて顔を合わせ、ものづくりマイスターの指導を受
けながら、分からない部分を教え合い、その上で自分
なりに技術を向上させて好成績を目指していく環境が
生まれました。互いを意識し、競争しながらも、認め
合って切磋琢磨していく姿は、職人として成長する根
幹とも言える姿勢ですので、それが受講者に浸透して
いくのを見て、嬉しく思いました。

若手職人が、自らモチベーションを高め
切磋琢磨していく環境が作れた

職人として大切な「姿勢」が
受講者の間に浸透していった

福井県インテリア事業協同組合

　私は、表装職人であった父の影響でこの仕事に就き、
父の下で修行をした後に、独立しました。現在は、日々
の仕事の合間を縫って、技能の幅と視野を広げるため、
技能検定の受検や、大会への参加にも積極的に取り組
んでいます。そして今回、「福井　技の祭典」への出
場に当たって、西原マイスターの指導を受ける場があ
りましたので、喜んで参加しました。7 人の受講生と
練習して一番感じたことは、受講生一人ひとりの発想

（着眼点）に違いがあったことです。またコーディネー
トの方法が勉強になりました。

　私は、「歴史的建造物や、替えのきかない、こだわ
りのある素材の施工」も任せてもらえるような職人に
なりたいです。そのためには「和紙や布といった、普
段の現場では取り扱う機会の少ない素材の貼り方」や

「現場の状況に応じて柔軟に対応する力」を身につけ
なければなりません。そのために、ものづくりマイス
ターに教わる事になるのですが、教われる時間は技能
検定の１日の練習会と「ものづくりマイスター制度」
を活用した講習会だけなので貴重な時間です。

替えのきかない、難しい素材の仕上げを
任されるような職人になりたい

写真） 練習風景

仕事の幅と視野を広げる
貴重なきっかけとなった

受講者の声

指導日 指導内容

1 9/27
受講者 7 名に対して、マイスターが補助者とともにクロ
ス貼り施工の実演を行った。次回受講日までにクロスの
コーディネートを決めて練習をしておくことを受講生に
対して要請した。

2 10/11
受講生の考案したコーディネートについて発表を行った。
受講生（3 名）が作品を制作し、作品の改善点等につい
て参加者による討論を行った。

3 11/1

前回制作しなかった受講生による作品制作を行った。前
回同様、作品の改善点等について討論を行った。受講者
の質問事項（より綺麗に正確に貼るためには？カッター
の入れ方は？糊の塗り方は？切り口の処理方法は？等）
について説明を行った。

　学校へのものづくりマイスターの派遣実績は増えて
きておりますが、企業への派遣はまだ僅かです。福井
県は従業員数が 19 人までの小規模な事業所が非常に
多く、親方が教えるパターンが多いように思います。
　インテリア事業協同組合のように、若手職人への教
育に熱心な組合等で「ものづくりマイスター制度」を
活用していただき、結果として良かったと言ってもら
えました。企業に直接に利用してもらうのはまだまだ
ですが、本事例を他の組合へ話す事により、利用希望
が少しずつ増えています。組合や団体からも「ものづ
くりマイスター制度」の活用を企業に伝えていただけ
ると良いと思います。

カリキュラム【地域技能振興コーナー担当者より】

3 回のカリキュラムの中で
高い学習効果を出す
　ものづくりマイスターは、多忙なスケジュールの合
間を見つけて講習会の時間を確保してくださいまし
た。
　その貴重な３回の講習時間を有効に使うため、内容
と進め方については、ものづくりマイスターと念入り
に吟味しました。そして、「3 回の指導を通じて、受
講者の意識を高めることで、受講者の自学自習の質そ
のものを向上させる」という方向性を定めました。

表装職人の仕事の魅力をアピールし
興味を持つ若者を増やしたい

改修まで多岐に渡ります。いずれも、人々の生活を豊
かにすることができる、存在価値の高い誇れる仕事で
す。そのことを、多くの若者に積極的にアピールし、
この業界に興味を持ってほしいと思います。そのため
には、この業界に入る若手が、高いモチベーションを
保ち、安心して技能の向上に励むことができるような
環境作りが不可欠です。「ものづくりマイスター制度」
を活用したことで「実践と理論」の双方を組み合わせ
た若手育成方法のノウハウや効果を知ることができま
した。今後も、「ものづくりマイスター制度」の活用
を積極的に行っていきたいと考えています。

　表装職人の仕事は、建物の内装といった人々が日常
的に接するものを作ることから、歴史的建造物の修復

「技能の丸暗記」でなく
その技能の成り立ちや理由を考える

　西原マイスターの指導を受けて、特によかったと思
うことは「なぜそうするのか」を常に考える姿勢が身
についたことです。日々の業務では、技術がそこそこ
でも工期が間に合ってくれればいいという現場がある
一方、仕上げを大事にして欲しいと要求する現場もあ
るので「技術力を売り」にした仕事をしていきたいで
す。受講生は、毎日何気なく行っていることを課題に
出されていたとしても、「なぜそれをやるのか？」と
いうことを実際には分かっていなかったりします。西
原マイスターは「なぜそうするのか」をしっかりと理
解して受講生に分かりやすく説明指導してくれまし
た。現場で作業をする際も、例え仕上がり方は同じで
あったとしても、その作業工程の基本を理解して作業
するのと分からないで作業するのとでは、状況が変化
した時の対応が違ってきます。基本を理解していれば
その知識を活かして対応できる。こういうことを気づ
かせてくれた西原マイスターはすごいと思いました。

「なぜそうするか」を徹底して考える

野尻久幸 理事長受入担当者
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　事前の打合わせで、受講生の層が幅広く、かつ多人
数と聞き、コミュニケーションを円滑にして職場改善
につなげ、20 名で 1 つの成果が出せればと考えまし
た。そこでメーカーにとっての原点である図面を基礎
に置き、その図面の製作過程において、誤りがあれば、
図面や加工方法を変更するという一連の流れで捉えた
カリキュラムとしました。
　全体として、図面がどのように作られていくのかを
一連の流れで学ぶということでしたが、特にコミュニ
ケーションが大切だと考え、5 人ずつに分かれてもら
い、図面を描く際もグループで競い合うような形にし
ました。また、「意識を変えると行動が変わり、行動
を変えたら態度が変わる」ということを水面下のテー
マとし、楽しみながら視点を変えられるようなゲーム
も取り入れ、仲間意識を高めることにもつなげました。
　指導の中で苦労したことは、道具の調達でした。製
図にはドラフターなどの機材が必要ですが、人数分、
講習のためだけにそろえるわけにもいきません。そこ
で、製図の前に作るものを分解してマンガ的に描く
“ ポンチ図 ”（テクニカルイラストレーション）の基
本を覚えてもらいました。製図を堅苦しくやると学問
的になっていくので、楽しくやっていただいて、かえっ
てコミュニケーションにも役立ったと思います。加工
実習では機械がなかったため、加工についてはビデオ
などを使って、視覚に訴えるようにしました。

関西不二サッシ株式会社

〒 569-0062　大阪府高槻市下田部町 2-55-1
代表者：　酒井　重信
資本金：　1 億円
事業内容：ビルサッシ事業・住宅サッシ事業
従業員数：約 200 名（H26.7 取材当時）

　サッシの図面は特殊で、業務を通じてサッシに
特化した仕事に関しては習熟度が出てきます。し
かし、その他の世界は知らず、場合によっては社
内であっても、配属先の現場以外は分からないと
いうようなことも起こっていました。また、当社
では近年、中途採用の社員が多いことから、基礎
教育が不十分といった現状もありました。将来に
向けた業務改善を図るとともに、社内での仲間意
識を高め、興味の幅を広げてもらいたいといった
思いから、ものづくりマイスター派遣を要請しま
した。

事例５　機械・プラント製図

関西不ニサッシ株式会社

ものづくりマイスター派遣先

技能の原点は「想像」と「創造」
視点を変え、気づきをうながす

北山信雄ものづくりマイスター

昭和 19 年 7 月 31 日生まれ
昭和 47 年度 1 級技能士　機械加工（フライス盤作業）取得
平成 10 年度 高度熟練技能者
　　　　　　（民生用電気製品製造関係・機械加工）認定
平成 25 年度 厚生労働省ものづくりマイスター
　　　　　　（機械加工、機械検査、機械・プラント製図）認定

北山　信雄（きたやま　のぶお）

ものづくりマイスター

技術を伝えるだけでなく
「社員の交流」が生まれる指導を心がけた

　今回の派遣講習は、基本的にはうまくいったと思っ
ています。しかし、細かいところで言えば、私は現場・
現物主義ですので、実際に課題のある現場で講習が行
えればなお良かったかもしれません。例えば、実際に
アルミニウムの資材が置かれている現場で、現物の
アルミニウムの温度を測って「60℃であると長さは
1 ミリ～ 2 ミリ伸びている」というような講習ができ
れば、数式だけの授業より、もっと興味を持ってもら
えたのではないかと思います。
　最後に、日本のものづくりを支えるために、もっと

「ものづくりマイスター制度」の認知度を上げるべき
だと思います。一方、技能とはオペレーションするこ
とという認識が定着しているように感じます。しかし、
技能の原点は自分が思ったものを具現化すること、「想
像」と「創造」です。私自身もっと勉強しなくてはな
りませんが、個人的には、単にオペレーションを教え
るのではなく、原点に立ち返って、良いものづくりが
できる人材を育てたいと思っています。

写真左から）北山信雄ものづくりマイスター　　写真中央上から）受入担当者の四方敏弥グループ長（課長）、山本靖雄チーム長（課長代理）

技能の原点は「想像」と「創造」
　指導をしてみて印象に残っているのは、受講者の
方々が楽しく、熱心にやっていたことです。学生の場
合とは遣い、Teaching ではなく Learning の指導を
目指しました。皆さんにも「自ら学ぼうというように
考えを変えてもらう」と伝え、上司がグループにいれ
ば、内気な性格の方もそれを打破して意見を言わなく
てはならない場面もありました。このようなスタイル
は私も初めてでしたが、全体として非常に楽しくやれ
ていたので、 良かったと思います。

実施期間 2 月〜 3 月

実施場所 関西不二サッシ株式会社

受講者数 20 名

機械・プラント製図
写真右上から）受講者の岡本悟さん、楠崇伸さん、田中成崇さん
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指導日 指導内容

1 2/18 ものづくりの概念と原則の説明

2 2/19 製図基礎 1（JIS、テクニカルイラスト実習）

3,4 2/20,22 製図基礎 2（作図演習、図面の読解、2 次元・3 次元相互表現、
治具の製図）

5,6 2/24,25 工業材料（金属・鉄鋼・非鉄金属等材料の種類・特性・用途）

7 2/26 機械加工 1（加工技術の分類と精度の要因）

8,9 2/27,28 機械加工 2（プラスチック及びプレスの金型の特長・特性・
用途）

10 3/1 機械検査 1（品質管理）

11 3/3 機械検査 2（加工と計測）

12,13 3/4,5 機械加工と機械検査におけるメンテナンス
14 3/6 安全衛生管理
15 3/7 基礎実習の評価

16,17 3/8,10 創造設計演習 1（構造・機能等の理解、製図から組立の精
密分析）

18,19 3/11,12 創造設計演習 2（設計における表現力）

20 3/13 全体のまとめと評価

関西不二サッシ株式会社

　最初はどんなものか想像できず、恐る恐る受講しま
したが、始まってみると、次の講習が待ちどおしくな
るほど楽しく受講しました。（岡本さん） 中途採用で

「習うより慣れろ」という中で、やってきましたが、
基本的な知識が乏しいという意識があり、是非受けた
いと思いました。（楠さん）マネジメントや人材育成
的な話が多く、ものづくりの研修は珍しい機会でした
ので、どんなことを教えてもらえるのかと興味を持っ
て受講しました。（田中さん）

　この制度では、機械加工の中の旋盤加工など、基本的
に派遣の職種が絞られていますが、独自の部品製造を行
う関西不二サッシさんは、そのような形にはマッチしま
せんでした。そこで、若い就労者の意欲向上も狙い、テー
マは製図とし、製図からコミュニケーションなどの面に
アプローチしていただきました。指導経験豊富な北山マ
イスターありきの特殊な事例です。コーナー担当者とし
ては、制度の本質を維持するため、企業さんのニーズに
できるだけ応じて、やれる限りのことをさせていただい
ています。

【地域技能振興コーナー担当者より】
カリキュラム

　「ものづくりマイスター制度」を知ったのは、大阪
府技能振興コーナーが平成 25 年度に実施したアン
ケー卜調査がきっかけでした。人材が一番の財産とい
う持論を持つ当社の社長が「是非受講したい」という
回答をしたことから、コーナー担当者にお声をかけて
いただきました。
　受け入れに当たっては、就業時間内に 20 名という
多数の社員が受講しましたので、生産性の低下が課題
となりました。これを補うために、協力会社に依頼し
て不足分を補う対応を採りました。受講者 20 名の選
定については各部署から 2 名ずつとして、積極的で
はない部署もありましたが、結果として受講して良
かったという声を聞いています。私自身も講義で得た
ものが大きく、この苦労を苦労と感じなくなりました。　

進化していかないと、企業は衰退する
今、挑戦してもらいたい

事例５　機械・プラント製図

社員の意識が変わり
知識や技能が身につき、会社も変わる

写真上、中）工場内の様子
写真下）図面

豊富な知識と経験に触れ
多くの刺激を受けた

受講者の声

内部調整は苦労したが、
それ以上に得られたものが大きい

　この制度は、受講料が無料だというのが一番のメ
リッ卜だと思いますが、それ以上に、今まで点だった
ものが線で結ばれ、工場が活性化してきたように感じ
ます。コミュニケーションも増え、工場を歩いている
と質問が続いて前に進めないほどです。成果の実証は
時間が経ってからのことですが、既に時間当たりの生
産量も上がり始めており、それぞれのものの見方が変
わって、各自が小さな目標を持って仕事を始めたので
はないかと思います。

ものづくりマイスターの指導で
工場が活性化してきた

　受け入れをしたことで、社員の意識が変わって、知
識が変わって、技能がついてくると、技能者が変化し、
会社も変わっていくと思います。ものづくりを教えて
いただけるところは少ないと思いますし、金銭的な負
担もなく、本当にお勧めできる制度です。変化を求め

て進化していかないと、企業は衰退してしまうと思い
ます。そうならないために、今の時間を惜しまず挑戦
していってもらいたいです。

受講の動機

スゴイと思ったことは？

特に参考になったことは？

　ものの見方ひとつで四角なものが三角に見えたり、
見方を変えるとやり方がすべて変わるという話に感銘
を受けました。（岡本さん）北山マイスターの桁外れ
の知識と経験の多さに触れて、自分の知っていること
はすごく浅いなというのが第一印象で衝撃的でした。

（楠さん）北山マイスターのフレンドリーな人柄と豊
富な話題で飽きさせない講習に、みんな前のめりに
なっていきました。北山マイスターの知識量はもちろ
ん、人を引き付ける魅力はすごいと思いました。（田
中さん）

　ものの見方の幅が広がり、人に何か説明するとき
は、分かりやすく絵を付けるようになりました。相互
理解の大切さが身に付いたのだと思います。（岡本さ
ん）知っているつもりになっている事柄の多さを自覚
し、学びとは仕事の直接的な知識を増やすことではな
く、視点を変えて、あらゆる方面から学べる体制を作
るようにすることだとも気付きました。（楠さん）「意
識を変えれば行動が変わり、自分が変われば周りが変
わるということ」を踏まえ、チームの中で働くうえで、
共通認識と相互理解を意識するようになりました。（田
中さん）

　受講することで意識が変わって、受講者同士で同じ
意識を持てました。それが会社全体に広がることで良
い方向に向かうのではないかと思います。（岡本さん）
基本的なことを教えていただくことでたくさんの気付
きがありました。世界観を広げるにはとてもいい機会
だと思います。（楠さん） ものづくりで大切な意識的
なものが分かれば「作業」が「仕事」になり、仕事に
対する打ち込み方が変わる素晴らしい講習となるはす
です。（田中さん）

これから活用する人へのアドバイス

四方敏弥 グループ長受入担当者

山本靖雄 チーム長
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〒 716-1122 岡山県加賀郡吉備中央町竹荘 1629
代表者　：小虎　修一
資本金　：500 万円
事業内容：産業機械の設計・試作組立作業
　　　　　量産部品の機械加工及び溶接加工
設立　　：1991 年 9 月
従業員数：21 名（H27.7 取材当時）

　農業立地の町にある有限会社カヨーメカニカ
ルは、農業機械と工作機械の製作が 2 本柱です。
それら部品の設計・試作組立作業、量産部品の機
械加工及び溶接加工を行っています。従業員の多
くが 20 ～ 30 代の若者で、整理整頓が行き届い
た工場内では、皆が切磋琢磨しながら技能の向上
に努めています。そのような中、従業員のさらな
る技能向上のためには、高い技能と経験を兼ね備
えた指導者が不可欠となり、「ものづくりマイス
ター制度」を活用することにしました。現在は、
今まで複雑で高精度で受注できなかった仕事もス
ムーズに加工しています。

事例６　機械加工（普通旋盤）

有限会社 カヨーメカニカル

ものづくりマイスター派遣先

　若手のときから、技能継承に興味があり、自分の腕
を磨いて、それを若い世代に伝承していきたいという
思いがありました。私の修行時代は、「先輩のやって
いることを見て覚えろ！」というスタイルがほとん
どで、技能を体系立てて教わるということは、ほとん
どありませんでした。もちろん、そのやり方にも良さ
はありますが、私としては、今までやってきたことを
自ら積極的に若い世代に伝えていきたいとの思いがあ
り、ものづくりマイスターになりました。

見て覚えろ！ではなく
技能をきちんと教えたい

　作業で失敗した事を含めて「自分の経験と感覚」を
言葉にして教えるために、まずは私自身が基本に立ち
戻って技能の復習をしました。技能検定のテキストを
読み返しながら、自分の体に染み付いていた動きから、
そのように動く理由や効果などを分析し、指導方法を
作り上げていきました。この作業で、何より私自身が
勉強になりました。

教えるために
自分自身の技能を 改めて見つめ直した

有限会社カヨーメカニカル

私が蒔いた「タネ」に「枝葉」を付けていって欲しい
冨島千年ものづくりマイスター

昭和 40 年 2 月 18 日生まれ
平成 22 年度　1 級技能士　機械加工（普通旋盤作業）取得
平成 25 年度　厚生労働省ものづくりマイスター（機械加工）認定

冨島　千年（とみしま　ちとし）

ものづくりマイスター

　私は「私が蒔いた技能の『タネ』に受講生達が『枝
葉』を付けていってくれればいいな」と思っています。
私自身も常に腕を磨き続けますし、そこで得た技能や
知識は、惜しまずに出していきたいと思います。そし
て教え子が、私以上のことを目指してくれれば、とて
も幸せなことです。その姿勢こそが、日本のものづく
りの技術の礎です。
　良いものづくりは、性能の良い機械だけでなく、そ
れを使う人の「姿勢」がなければ、成り立たないと思
います。そのために、私はものづくりマイスターとし
て「自ら探求して工夫していくことの大切さ」を若手
技能者に伝えていきたいです。近年、仕事の効率化を
図るため、技能を一般化し、マニュアルにする流れが
一層強まっていますが、それを覚えるだけでは、自分
で工夫したり考えたりしなくなり、技術の進歩が止
まってしまいます。自分で苦労して、考えて工夫する
ことが、技術の進歩につながると思います。

自分が蒔いた技能の「タネ」に
「枝葉」を付けていって欲しい

写真左から）冨島千年ものづくりマイスター、受入担当者の小虎修一社長、受講者の福原秀和さん

機械加工（普通旋盤）

期間 4 月〜 3 月

実施場所 有限会社カヨーメカニカル

受講者数 5 名

優れた技能は「道具の手入れや準備を
いかに完璧にやるか」から始まっている
　受講者の年代が若く、新入社員も含まれていたので、
指導は旋盤加工の基本技能に加え、技能者として大切
な姿勢を身につけることにも主眼を置きました。
　「ドリルの刃先を研げれば一人前」といわれるよう
に、使用するドリルの刃を研ぐことは、「事前準備の
大切さと、加工技術の基礎」の両方を学ぶことができ
る、とても重要な作業なので、念入りに教えました。
練習に使うドリルの刃を、受講者に自ら研がせて、そ
れを使って練習を行うのです。それによって「優れた
技能」というものは、「旋盤の使い方や加工方法の上
達」だけでなく、その前段階である「日々の道具の手
入れや準備をいかに完璧にやるか」から始まっている
のだということを身をもって感じることができます。
また、月１回という限られた指導時間を有効に活用す
るため、訪問指導時には「次回までの目標」を必ず決
めていました。受講者の誰もが、その目標をクリアす
るために努力するので、毎回の訪問がとても楽しみで
した。
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　当社では、世界に通用する部品作りを目指し、従業
員の技能向上のための研修や、最新の設備導入に積極
的に取り組み、努力を重ねて結果につなげてきました。
　そして、さらなる技能向上を目指すには、高い技能
と経験を兼ね備えた技能者の指導を受けることが不可
欠でした。ちょうどその頃、岡山県地域技能振興コー
ナーの訪問を受け「ものづくりマイスター制度」を知
り、活用することとしました。また、当社は若手の従
業員が多いため、ものづくりマイスターの指導によっ
て、「技能のみならず、社員の技能者としての姿勢や、
人間としての成長にもつながればいいな」とも考えて
いました。

高い技能を持った技能者による指導と
技能の継承を必要としていました

事例６　機械加工（普通旋盤）

写真上）冨島マイスターと福原さん（写真左）
写真下）ドリルの刃を確認する福原さん

　ものづくりマイスターが会社に与えた影響は非常に
大きく、若い従業員たちの意識や姿勢にも変化が見ら
れるようになりました。職人の基本である３S（整理・
整頓・清掃）の遵守については、自然と体が動くよう
になるだけでなく、自ら、よりよい作業環境を作るた
めの工夫を行っています。また、最近では、若い従業
員が就業後に自主的に工場に残り、練習をする姿が多
く見られるようになりました。さらに、ものづくり職
人としての気構えを学び浸透することで、一人ひとり
の働く事への自信と社員間のコミュニケーションが向
上し、仕事への取り組み方が以前より真剣になってい
ます。
　また、受講者の１人である福原は、ものづくりマイ
スターの教え子でもありながら、社内では先輩として
後輩に教える立場でもあります。ものづくりマイス
ターの教え方や指導者としての姿勢は、彼にとって、
先輩としてのあり方を考えるのにとても役立っている
ようです。
　従業員は、通常の業務もかなり忙しく、その中で技
能向上のための練習時間も確保していくことは、大変
なことです。そこは、経営者である私が、従業員がしっ

ものづくりマイスターの指導による従業員
の成長は、会社を支える大きな柱となる。

会社を大きく変えてくれる
ものづくりマイスターの指導

指導日 指導内容

1 4/12 S45C の材料、端面削り、外径荒削り及び仕上削り、
ドリルでの穴開け加工を全員で体験、基本的操作の指導

2 5/10 荒加工、切削加工の基本とドリルの成形方法 S45C の材料を使用、
穴あけ加工、内径切削用バイトで内径の荒加工を指導

3 6/14 マシニングセンタ及びボール盤での面取り作業に使う刃物の選択方法を
指導。新入社員を対象にドリルの成形方法を指導

4 7/5 ドリルの成形作業の指導。技能検定 2 級程度を題材としてＳ４５Ｃの材
料で外径荒加工、外径仕上加工、外径テーパ加工の指導

5 8/9 新入社員に技能検定３級を題材とした加工技能の基礎について指導

6 9/13 普通旋盤作業 3 級程度の加工技能の基礎について実技指導。普通旋盤を
使用し、加工工程・加工条件を説明しながら受講者各自が加工

7 10/25 普通旋盤作業 3 級の受検者３名には時間管理を行いながら指導、他 2
名には基本的な機械の操作方法、加工方法を指導

8 11/22 実技試験を見据え、部品 A60 分、部品 B40 分の目標時間を設定し指導

9 12/13 普通旋盤作業 3 級の実技指導。受講者の苦手部分に重点をおいた指導

10 1/10 普通旋盤作業 3 級の実技指導。受講者の苦手部分に重点をおいた指導

11 2/14 普通旋盤作業３級の実技試験・学科試験終了後の反省を受講者・工場長・
代表取締役と行う。2 級技能検定受検に向けて打合せと指導

12 3/14 普通旋盤作業 3 級受検者が全員合格したため、普通旋盤２級の実技指導。
普通旋盤を使用した四つづめ単動チャックの使い方、荒加工の練習

有限会社カヨーメカニカル

　これまで、技能の練習や勉強は、独学で進めてきま
した。二級技能士までは、知り合った他社の技能者た
ちの練習方法や勉強方法を真似ながら何とか自力で合
格できましたが、一級技能士を目指し、実際の仕事で
求められる技能も日々高くなる中、独学での練習は限
界でした。そんな時、冨島マイスターの指導を受け、
これまでの自分の技能を基礎から再確認することがで
きました。特にすごいと感じたことは、私の苦手な部
分と、その克服方法を端的に指摘することです。そし
て、工具・機械を大切にするなど仕事に対峙する姿勢
などが勉強になりました。冨島マイスターのちょっと
した助言により、いままでできなかったこと、苦手だっ
たことが一気に解決することが多くあり、自分の中の
引き出しがすごく増えました。まさに「目指すべき存
在に出会えた！」と思いました。

　社内では、先輩として、後輩の手本となるような存
在でありたいと常々思っています。日々の仕事と、技
能検定の勉強を両立させるなど、「学ぶ姿勢」につい
ては、ある程度、伝えられているかなと思いますが、「教
え方」については、完全に経験不足です。冨島マイス
ターの指導を受け、良い教え方を身につけるには、「や
り方を解説する」のではなく「相手のやり方を理解し、
良さを引き出す方法を考える」ことだと実感しました。

「解説する」のではなく
「良さを引き出していく」教え方を学んだ

写真上）冨島マイスターとカヨーメカニカルのみなさん（一部）
写真中、下）冨島マイスターの指導の様子

カリキュラム

やっと出会えた「技能の道標的存在」

ものづくりマイスターは技能の道標
受講者の声

　ものづくりマイスターは、自身の長年にわたる苦
労や経験と努力を重ねて人としての魅力も兼ね備え
ています。技能向上はもちろん、若い従業員を人と
して成長させてくれる効果もあります。
　現在、カヨーメカニカルさんでは、冨島マイスター
の指導を受けた福原氏がさらに若い技能者に指導を
するなど「ものづくりマイスターの熱意」は確実
に継承されています。「ものづくりマイスター制度」
の活用は、会社によって多種多様な効果が期待でき、
成果につながります。まずは気軽に相談に訪れてほ
しいと思います。

【地域技能振興コーナー担当者より】

かりを勉強し、指導を受けることができるような環境
と仕組みを作ってあげることが大切です。従業員が良
い指導を受けることは、将来的には、必ず良い結果に
つながり、会社を支える大きな柱になると確信してい
ますので、しっかりと練習時間を確保してあげたいと
思います。

小虎修一 社長受入担当者
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事例７　塗装

佐竹鉄工株式会社

ものづくりマイスター派遣先

佐竹鉄工株式会社

「上達の勘どころ」をつかむ
きっかけ作りをする

山口達美ものづくりマイスター

写真左から）山口達美ものづくりマイスター、受入担当者の松田勝実次長、受講者の福本文茂さん

塗装
　佐竹鉄工株式会社では、10 年ほど前から工場
板金職種（曲げ板金作業）の技能検定取得を社内
で推進しており、「ものづくりマイスター制度」
が創設される前から外部の指導者による実技指導
を行っていました。その結果、板金部門では、現
在、約 10 名の技能士が在籍し、先輩から後輩へ
の技能継承の体制が整ってきています。そうした
中、ベテラン技能者の定年退職で技能継承が滞っ
ていた塗装部門から、外部指導者による実技指導
の要望が挙がり、地元の技能士会に相談したとこ
ろ、「ものづくりマイスター制度」の存在を知り
ました。そこで、広島県地域技能振興コーナーに
要請を行い、現在の活用に至っています。〒 739-2313　広島県東広島市豊栄町清武 1595

代表者　：佐竹　利子
資本金　：2,000 万円
事業内容：食品産業総合機械の製造および
　　　　　米・麦を原料とする食品の製造
設立　　：昭和 39 年
従業員数：95 名（H27.8 取材当時）

期間 4 月〜 7 月

実施場所 佐竹鉄工株式会社

受講者数 2 名

　私がものづくりマイスターになろうと思った理由は、
「誰かに教える」ということが「自分の成長につながる」
からです。若い技能者に教えるためには、自分の技能を
常に磨かなければならないし、それを言葉にして説明す
る必要もあります。ものづくりマイスターとしての活動
は、職人としての腕を磨く上で欠かせない経験の 1 つ
である思います。

「教えること」は、職人として
腕を磨く上で、欠かせない経験である

　塗装の技能で重要なポイントの 1 つは「被塗物に対
して塗料を膜厚基準内で均一に塗装する事」です。
　塗料が硬化乾燥する迄に時間が掛り乾燥後に膜厚測定
し基準内に入っているか確認しなくてはなりません。基
準内に入っていない場合はやり直しが出来ません。その
為には、塗膜の肌で塗料の膜厚を覚え、吹付け時に膜厚
を確認しながら作業しなければなりません。その為には、

「吹付け動作及び塗膜肌の状態」を正確に習得した上で、
吹付け作業をする事が大切です。これは、かなりの根気
を必要とする作業です。
　また、私は指導のときに「目で見て腕で実行」といつ
も言っているのですが、目で見た膜の状態の認識は、人
により微妙に異なるので、どのように教えたら上手く伝
えることができるのか、いつも悩みます。「コツ」は教
えられても「カン」を教えるのは本当に難しいです。

いかに粘り強く自学自習できるか
受講者のモチベーションを意識して指導
　指導ができる時間に制限があるため「吹き付けをして
から仕上げの確認まで」を常に受講者に付き添って繰り
返して指導することはできません。そのため、技能の上
達は「いかに受講者が粘り強く自学自習できるか」にか
かっています。指導では、受講者がモチベーションを維
持しながら自主練習を行えるよう、「日々の練習の中で
技能を改善していくコツ」を中心に教えるように心掛け
ました。

塗料が乾く前と乾いた後の状態を比べ
根気よく改善を繰り返す

　塗装は、技能のレベルが目で見て分かりやすい分野
です。例えば、技能レベルの高い職人と、練習を始め
たばかりの職人では、同じ作業をしていても使用する
塗料の量が大きく異なります。技能のレベルが上がっ
ていくと、より少ない塗料で広い面積を塗装すること
ができるため、自分の技を磨けば磨くほど「製造コス
ト削減」という数値にも表れるので、そのような具体
的な指標を参考にすることもモチベーションを維持す
る効果的な方法の 1 つだと思います。

自分の技能のレベルが
使用する塗料の量にも現れる

基本動作を常に意識する習慣をつける
　効率良く少ない塗料で広い面積を塗装するために、
塗装の基本動作を徹底的に身につけることは、とても
重要です。技能のレベルが上がるにつれて、独自のや
り方も出てくるかと思いますが、その場合でも常に基
本動作を意識して作業を行う習慣を付けていくことを
忘れないで欲しいと思います。

山口　達美（やまぐち　たつみ）

ものづくりマイスター

昭和 25 年 1 月 27 日生まれ
平成 10 年度　1 級技能士　塗装（噴霧塗装作業）　取得
平成 18 年度　卓越した技能者の表彰
　　　　　　　「現代の名工（金属塗装工）」受章
平成 25 年度　厚生労働省ものづくりマイスター（塗装）認定
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事例 7　塗装　

写真上）受講者の作業を確認する山口マイスター
写真中、下）　山口マイスターの指導の様子

社外の技能者を招くことにより
ほどよい緊張感が生まれる

佐竹鉄工株式会社

写真上）山口マイスターの指導の様子
写真下）練習風景

受講者の声

　当社では、先輩が後輩に教える体制や技能検定受検
の推奨など、技能継承の文化が育ってきていますが、
それは板金部門などの一部に留まっており、全ての部
門では実行できておりません。
　塗装部門では、長年在籍していたベテランのチーフ
の定年退職により、体系的に技能継承を行う仕組み作
りが急務となりました。まずは塗装作業が未経験で
あった現チーフへの基礎的な技能教育及び技能検定受
検を目標として、高い技能と豊富な経験を持った技能
者から指導を受けたいと考え、「ものづくりマイスター
制度」を活用することにしました。

社内で「技能の継承」ができる分野を
もっと増やしていきたい

　塗装の仕事は途中で中断することができないため、
就業時間中にものづくりマイスターから指導を受ける
ことが難しく、休日を利用して行っていました。元々
社内に「自主的に勉強する文化」があったため、受講
者も積極的に指導に臨んだこと、また、ものづくりマ
イスターの協力もあり、時間調整で特に苦労したこと
はありませんでした。また、外部の方が指導に来られ
るということで、会社として恥ずかしくないように、
清掃の徹底や適切な道具の管理をする等、外部の目を
意識することで、ほどよい緊張感が社内に流れ、器（会
社）も整ってくるという別の効果も得ることができま
した。

外部の技能者を招く緊張感が
会社の雰囲気を良くしていく

ものづくりマイスターの「指導方法」を
社内での技能継承の起点としていきたい
　今回の受講者は、塗装作業は未経験とはいえ、塗装
チームのチーフであり、技能を身に付けることはもち
ろん、後輩に教えていく立場として「塗装の技能継承
の起点」となる役割も担っています。今回のものづく
りマイスターによる指導は、「道具の使い方から、基
本動作の徹底」「自主練習のやり方」など、塗装職人

具体的な目標設定をして
粘り強く練習を繰り返す

　入社後、20 年ほど他部門でプレスブレーキを操作
した曲げ加工の業務に携わっていましたが、前任者の
定年退職により塗装部門へチーフとして配属されまし
た。しかし、塗装業務は全くの未経験であったため、
本来はチーフとして部下の指導に当たらなければなら
ないところを、基本的なことすら分かりません。また、
部門の中では、それぞれが我流で作業を行っている状
況を見て、将来的に体系的な教育を行うためには、ま
ず自分が基本をしっかりと身につけて、技能を向上さ
せる必要があると感じ、ものづくりマイスターの指導
を受けたいと思いました。

塗装チームのリーダーとして
体系立てた基礎知識を身につけたい 　他部門のように、塗装部門にも「教える文化」が根

付くようなハイレベルなチームにする起点になれるよ
うに、今後も自分自身の技能を磨き続けて行きたいと
思います。

指導日 指導内容

1 4/26 スプレーガンの各部調整方法、塗装の吹付方法
スプレーパターンの作成・訓練

2 5/10 塗装の吹付方法、測定

3 5/17 塗装の吹付方法、測定

4 5/24 塗装の吹付方法、測定

5 6/21 吹付距離・塗り重ねの重点指導、エアーの調整

6 6/28 吹付距離・塗り重ねの重点指導、エアーの調整

7 7/5 技能検定実技課題による復習
静電気スプレーガンの重点指導

　今回の事例では、企業とものづくりマイスター双方
の熱意が合致し、互いに良い影響を与え合いながらカ
リキュラムを進めて行くことができました。日頃から
ものづくりマイスター派遣の相談をいただいたとき
は、効果的な指導を行うことができるように、道具や
環境の確認はもちろん指導内容の要望を細部にわたる
までしっかりと確認するようにしています。「ものづ
くりマイスター制度」は、技能検定の対策だけでなく、
会社の技能継承の文化作りや、人材の育成にも良い影
響を与えますので、ぜひ積極的にご活用ください。

カリキュラム【地域技能振興コーナー担当者より】

教える文化の起点となりたい

　山口マイスターの指導では、塗料を調合する際の希
釈の時間、塗料を吹き付ける距離など、基本的な方法
を多く教わることができました。教わったことを忘れ
ないように、塗装時の基本動作において正しい姿勢で
体が自然に動くように繰り返し練習するなど、自身で
も努力をし、技能検定 2 級に合格することができま
した。妥協することなく練習を繰り返せば、成果は目
に見える形で現れることも、山口マイスターから教わ
りました。

妥協することなく練習すれば
成果は目に見える形で現れる

としての基礎を確実に学べるものでした。受講者本人
にとって、将来、自分が教える立場となったときの指
導方法についても、勉強になる点が多かったものと思
います。

松田勝実 次長受入担当者
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〒 761-0121　香川県高松市牟礼町牟礼 2625-18
代表者：漆原　憲和
資本金：3,971 万円
設立　 ：昭和 23 年　牟礼石材加工企業組合発足
　　　　昭和 45 年 1 月　讃岐石材加工協同組合法人設立
組合員：128 名（H27.7 取材当時）

　讃岐石材加工協同組合に所属する事業所の若手
職人２名が、技能五輪全国大会を目標に練習を重
ねていく中で、専門的な指導を行う必要がありま
したが、２人が所属する会社内だけでは、どうし
ても指導できる範囲に限界がありました。そこで、

「ものづくりマイスター制度」を活用し、外部か
ら専門の技術と経験を備えた技能者を招いて指導
を受けることにしました。

事例８　石材施工

讃岐石材加工協同組合

ものづくりマイスター派遣先

　ものづくりマイスターとして若手の指導を始めた
きっかけは、私が若手のころ、周りに技能を教えてく
れる人がいなかったという経験によるものです。
　当時、組合の若手職人が集まる青年部を盛り上げ
たいという気持ちから、「部活動」のような形で 技能
検定 1 級の受検を目指す取組みを始めました。当然、
先輩の職人から指導を受けたかったのですが、私の父
をはじめ、当時の職人さんたちは、高い技能がありな
がらも「教える」ことは得意でなく、なかなか協力は
得られませんでした。ようやく、先輩職人の紹介で指
導をしてもらえる人が見つかり、その人の指導のもと
に練習し、技能検定に合格することができました。こ
の時、「教わることができる幸せ」を強く感じ、「自分
が伝えてもらったものは、次世代にも伝えていくべき」
という想いを強くしました。これが、ものづくりマイ
スターとして若手の指導に当たる私の原動力です。
　私は、若手から求められたとき、いつでも教えられ
るような立場にいたいと思います。そして、教わった
人は、ぜひ、その下の世代にも教えていってほしいと
思います。

「教えること」を継承していきたい

　石は、産地によって固さなどの性質が全く異なり、
施工のコツも異なります。そのため、どの場所で修行
したかによって、やり方に差が出るのは当然です。
　受講者の１人である太田さんは、愛知県岡崎市で数
年間の修行経験がありました。そのため、ずっと香川
で仕事をしてきた私の手法とは異なる点が幾つかあり
ました。それを活かすためにも、受講者の長所を伸ば
しながら弱点を補強していく「無理におしつけない」
教え方を意識しました。進め方は、まずは受講者のや
り方を見て、それぞれの技能の特徴をできる限り尊重
しながら、自身の経験と照らし合わせます。その上で、
それでもなお修正したほうがよいと思う部分のみ、指
摘をしていくようにしました。また、技能五輪では、
作業効率と精度の両方が求められます。特に大切なの
が競技開始後の１０分間で、ここで、いかに落ち着い
て作業の段取りを考えられるかが、勝負を左右します。
この１０分間の使い方については、受講者２名の性格
を見極め、個別に細かくアドバイスをしました。

受講者の良い部分を尊重した上で、自身の
経験と照らし合わせて弱点を補強する

讃岐石材加工協同組合

教わる楽しさと、教える楽しさを伝えたい
白井保浩ものづくりマイスター

写真左から）白井保浩ものづくりマイスター、受入担当者の笹尾敏章事務局長　　写真右上から）受講者の水村仰さん、太田眞介さん

受講者の経験差を
指導の時間配分にうまく活用する
　受講を始める段階で、受講者２名の技術レベルがそ
れぞれ異なっていたので、その点についても、教える
際に気を配りました。受講者の太田さんは、既に石材
加工会社で修行の経験があったため、教えることが逆
に本人のやり方を乱してしまうことにならないか、ど
こまで指導すべきかと悩みました。一方、水村さんは
未経験で、ゼロからのスタートでしたので、まずは水
村さんに付きっきりで教えざるを得ませんでした。そ
こで、まずは太田さんには、自分のやり方でやりたい
ようにやらせ、それを随時確認しながら、水村さんに
マンツーマンで教えていくという進め方を取りまし
た。太田さんに対しては、作業を見ている中で「どう
しても気になる、絶対に修正したほうが良いと思う部
分」をピンポイントで指摘していきました。こうする
ことで、受講時間を有効に活用し、２名の受講者それ
ぞれに最適な指導ができるようにしました。結果とし
て、受講者２名が技能五輪全国大会に出場することが
でき、金メダルと銀メダルを取ることができたと聞き、
とても有意義な時間の使い方ができたのではと思って
います。

期間 6 月〜 8 月

実施場所 讃岐石材加工協同組合

受講者数 2 名

石材施工

昭和 42 年 3 月 15 日生まれ
平成 16 年度　１級技能士　石材施工（石材加工作業）取得
平成 17 年度　１級技能士　石材施工
　　　　　　　（石張り作業、石積み作業）取得
平成 25 年度　厚生労働省ものづくりマイスター（石材施工）認定

白井　保浩　（しらい　やすひろ）

ものづくりマイスター
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　水村さんと太田さんは、別々の石材加工会社で修行
をしながらも、互いを意識し、切磋琢磨し合っている、
期待の若手です。
　２人は、技能五輪への挑戦という目標を共有し、共
に練習に励んでいました。その中で、当然ながら、２
人での自学自習だけでは解決できない、難しい練習や
壁が出てきました。そのような時は、先輩の職人が専
門的な指導を行う必要がありますが、２人が所属する
会社内だけでは指導できる範囲に限界があり、専門の
技能と経験を備えた技能者による指導が不可欠でし
た。そのような中、「ものづくりマイスター制度」の
存在を知り、地域技能振興コーナーに技能者の派遣を
相談しました。日程調整については、指導をお願いし
たいタイミングに合わせて、多忙な白井マイスターの
お時間を合わせることに苦労しました。

技能五輪への挑戦に当たり、専門性と
経験を備えた技能者の指導が必要だった

事例 8 　石材施工

　私は、数年間の修行経験はありましたが、今回改め
て基礎から見てもらえたことで、自分のスキルの棚卸
しや、客観的に得意・不得意を認識できました。基礎
固めの大切さを再認識しました。（太田さん）　
　初心者の私にとって、道具の使い方から教えてもら
えたことがよかったです。思うように練習が進まず苦
しいときもありましたが、白井マイスターの熱意に応
えようと奮い立ちました。（水村さん）
　技能五輪への挑戦は、修行をする上で良いマイルス
トーンとなりました。また、２人で同じ目標に向かっ
て切磋琢磨していく環境作りができるよう、白井マイ
スターが練習の流れを作ってくれたことも、大きかっ
たです。互いに意見交換をし、励まし合いながら練習
に取り組めました。（太田さん、水村さん）

技能検定や技能五輪をマイルストーンに
さらなる技能向上を目指す

チャレンジ精神旺盛な、若手のやる気に
応えることができた

指導日 指導内容

1 6/17 過去の技能五輪全国大会の課題を活用
エアー工具の使い方（持ち方）

2, 3 6/19,24 エアー工具の使い方、のみの研ぎ方

4 6/26 平面の仕上げ 1 （ビシャン）

5 7/1 平面の仕上げ 1
（ハツリノミ、タガネノミ、ビシャン）

6 〜 8 7/3,8,10 平面の仕上げ 1
（ハツリノミ、タガネノミ、小タタキ）

9,10 7/15,17 平面の仕上げ 2（チッパーで角取り、ハツリ、
ビシャン、小タタキ）

11,12 7/22,24 平面の仕上げ 2　直角の面（チッパーで角取り、
ハツリ、ビシャン、小タタキ）

13 〜 17 7/29,30
8/5,7,12 曲面、切出しの加工、墨だし、ハツリ

18 8/19 曲面の切出しの加工

19,20 8/21,26 全体の仕上げ

讃岐石材加工協同組合

写真上）白井マイスターの指導の様子
写真下）技能五輪全国大会の課題を活用した練習作品

カリキュラム

将来、自分自身が石工の魅力を
若手に伝えられるようになりたい

写真上、中）白井マイスターの指導の様子
写真下）左から白井マイスター、太田さん、水村さん

　讃岐石材加工協同組合は、修行しようとする若手に
対して、必要な道具の手配や、指導時間の確保、また、
組合内で連携し手の空いている職人が教えにきてくれ
るなど、非常に手厚いバックアップ体制が取られてい
ます。
　「ものづくりマイスター制度」は、ものづくりマイ
スターだけで成り立っているものではなく、こうした
受講者の所属組織や周辺組織の理解と協力も非常に重
要だと思います。より良い指導となるよう、コーナー
でもできる限りの支援を行っていきたいと思います。

【地域技能振興コーナー担当者より】

受講者の声

ものづくりマイスターの指導と
切磋琢磨できる仲間がいたから頑張れた！

地域技能振興コーナーに相談することで
ニーズに合う技能者を紹介してもらえた
　若手の職人にとって、自分が所属する会社内だけで
なく、外部の技能者の指導を受けることでより多くの
技能が身につきます。
　しかし、自分たちのニーズに合った指導を引き受け
てもらえる技能者を、自ら探して指導の依頼に行くこ
とは、ハードルの高いことだと思います。
　その点、「ものづくりマイスター制度」は、自分達
が指導してほしい内容を、地域技能振興コーナーに相
談すれば、それに合った技能者のコーディネートをし
て頂けるため、非常に有意義な制度だと思います。今
回の取組みは、受講生２人にとっても、本当によい経
験になったと感じています。

　自分も白井マイスターのように、石工の魅力を若手
に伝えられるようになりたいと思います。白井マイス
ターに教えてもらったものを、自分だけの技能として
終わりにはしたくないです。職人は、個人のスキルの
追求でもありますが、それだけでなく、皆で協力して
石工の業界を盛り上げたいです。（太田さん）

指導初期の作品

指導後期の作品

笹尾敏章 事務局長受入担当者
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〒 880-0921 宮崎県宮崎市大字本郷南方字榎田 2686 番地 5
代表者：　岩佐　富士夫
資本金：　300 万円
事業内容：左官工業
従業員数 ：23 人（H26.7 取材当時）
技能者数：15 人（H26.7 取材当時）

　当社では教育・研修制度として、新入社員には、
宮崎高等技術専門校の「左官・タイル施工科」に
入校できるようにしており、また、中堅社員には、
同じ宮崎高等技術専門校の「左官伝統技法科」に
入校できるようにしています。いずれも、受講料
は会社が負担しています。22 歳以下の従業員に
は技能五輪出場の機会を与えています。出場のた
めにかかる経費は会社が負担していますが、訓練
は仕事の後に各自が率先して行っています。もの
づくりマイスターの派遣講習は、そうした気鋭の
従業員のさらなる技能・技術向上を目的として要
請しました。

事例９　左官

有限会社 岩佐工業

ものづくりマイスター派遣先

　岩佐工業さんでの人材育成の方針などを聞いたうえ
で、左官技術の基礎から応用まで幅広く含まれている
技能五輪の課題をもとにしてカリキュラム作成をしま
した。鏝（こて）などの道具を使って建物の壁や土間
などを仕上げることが左官の仕事ですから、その基本
的な技術の伝承を念頭に置いて指導すべきだと考え実
践しました。
　指導の中で工夫したこととしては、色々な鏝を使っ
て表現する技術など、基礎から応用まで幅広い内容を
一つひとつまんべんなく進めていく方法ではなく、序
盤は本人のやりたいことや興味のあることを聞きなが
ら行い、中盤は不得意なことに重点を置き、終盤では
時間内に仕上げる練習をしていくメリハリのある受講
環境をつくるように計画したことです。
　指導では、特に苦労は感じませんでしたが、強いて
挙げるとすれば、18 日間の講習を私 1 人で対応した
ことでしょうか。受講者の人数との関係によるので
しょうが、期間が長かったものですから、ものづくり
マイスターを 2 人体制にできれば、なお良かったの
かもしれません。
　指導を終えてみて、特に印象的だったのは、受講者
の黒木賢太郎君の感覚、タッチが非常に良かったこと
です。また、指摘した点を吸収する力もあると感じま
した。職人としての筋が良いということですね。

受講者の興味や不得意分野に対応しながら
左官の技能を伝承する

　受講者が持っているものを尊重することを私は大切
にしています。得意なところはより伸ばしていくよう
に指導し、苦手なところはそれを得意とする人の指導
を受ける機会をつくってやることが大事だと思いま
す。そのためには、受講者と受入れ企業とのコミュニ
ケーションが大切ですし、日頃から人の輪をつくるこ
とを心がけることではないでしょうか。また、自分自
身に対して厳しくあることも、職人として忘れてはい
けないことだと思っています。

ものづくりマイスター、受入れ企業、受講者
のコミュニケーションが重要

株式会社岩佐工業

基本の指導と客観的な評価で
受講者の持ち味を引き出す

坂田己喜雄ものづくりマイスター

昭和 28 年 2 月 19 日生まれ
昭和 56 年度 1 級技能士　左官（左官作業）取得
平成 21 年度 技能インストラクター認定
平成 25 年度 厚生労働省ものづくりマイスター（左官）認定

坂田　己喜雄（さかた　みきお）

ものづくりマイスター

　左官は「人」が行う仕事ですから、人から人へと伝
えていく機会がとても大事です。ものづくりマイス
ターを派遣してもらおうと考えている企業や学校など
は、派遣されるものづくりマイスターと事前に話し合
いをして進めていくことが重要ではないでしょうか。
ものづくりマイスターの方は、技術を押し付けるので
はなく、相互に話し合って何を習得させるべきかを考
えながら指導に当たることがポイン卜だと思います。

ものづくりマイスターは
人から人へ技能を伝える伝道師

写真左から）坂田己喜雄ものづくりマイスター、受入担当者の岩佐富士夫社長、受講者の黒木賢太郎さん

左官

実施期間 10 月〜 11 月

実施場所 宮崎県高等技術専門校

受講者数 1 名
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　「ものづくりマイスター制度」を導入したきっかけ
は、左官組合を通じて制度を知り、地域技能振興コー
ナーに相談して派遣要請の手続きを行ったことでし
た。今後の若年技能者育成のために、私自身も認定申
請をし、平成 26 年 5 月にものづくりマイスターに認
定されました。社長である私がこの制度を活用した
いと思いましたので、会社として、ものづくりマイス
ターを受け入れることにはまったく抵抗はなく、関係
スタッフも気持ちよく賛成してくれました。技術を身
に付けること、腕を上げることにみな一生懸命ですか
ら。日頃から人材教育や技能訓練に力を入れているこ
とが良かったのだと思います。

日頃から人材教育と
技能訓練に力を入れていることが大切

事例９　左官

写真上）作品を確認する坂田マイスター
写真中、下）練習風景

　誇りを持って仕事をしてほしい、それだけの技術
を身に付けてほしいというのが、従業員に対する私
の願いです。この制度の会社としての一番のメリッ
トは、ものづくりマイスターの目を通して従業員の
技能の評価を客観的に行えるという点にあります。
そしてそのうえで、若い人の人材育成を行えること
にあると思います。当社では毎年、良い若い人材を
迎えています。その若者にプロとしての意識を芽生
えさせること、得意なところを伸ばしていくこと、
皆が、何かしら良いところを持っていますから、そ
れを伸ばしてやる。そうすると左官を好きになるの
です。そういう環境をつくってやることが私たちの
役割ではないでしょうか。左官という仕事を通じて、
若者に育ってもらう。その環境づくりの一環として、
ものづくりマイスターという外部の優れた技能者か
ら直接学べる機会があることは、かけがえのない時
間であると感じました。自社の従業員の技能向上を
目指すのであれば、この制度を利用することをお勧
めします。ものづくりマイスターというトップクラ
スの技能や技術を持った人の力に触れる貴重な機会
をつくることができます。

外部の優れた技能者から
直接学ぶことができる貴重な時間

外部の優れた技能者から
直接学ぶことができる貴重な機会

指導日 指導内容
1 10/18 墨出し引型作成及び置引き作業

2 10/21 モールディング A 、B、C 加工取付け作業

3 10/23 モールディング D 加工取付け作業

4 10/24 モールディング D の内壁の仕上げ

5 10/25 墨出し引型作成及び置引き作業

6 10/28 モールディング A 、B、C 加工取付け作業

7 10/30 モールディング D 加工取付け作業

8 10/31 モールディング D の内壁の仕上げ

9 11/1 墨出し引型作成及び置引き作業
モールディング A 、B、C 加工取付け作業

10 11/4 モールディング D 加工取付け作業

11 11/6 モールディング D の内壁の仕上げ 作業台及び貼付け台段取り

12 11/7 墨出し引型作成及び置引き作業
モールディング A 、B、C 加工取付け作業

13 11/8 モールディング D 加工取付け作業
モールディング D の内壁の仕上げ

14 11/13 モールディング D 加工取付け作業
モールディング D の内壁の仕上げ

15 11/14 墨出し引型作成及び置引き作業
モールディング A 、B、C 加工取付け作業

16 11/15 モールディング D 加工取付け作業
モールディング D の内壁の仕上げ

17 11/18 原寸図作成   部分作業

18 11/19 原寸図作成   道具手入れ

株式会社岩佐工業

　入社して丸 3 年になりますが、仕事をすればする
ほど左官の面白さを実感しています。昨年、技能五輪
に出場して良い成績を残したいという目標を立てたと
き、社長や先輩方からのアドバイスがあり、ものづく
りマイスターの指導を受けたいと思いました。
　 1 人で訓練をしていても、集中力が続かないこと
があります。外部の講師の指導を受けられれば緊張感
が高まりますし、何より高い技術に触れたいと思いま
した。

　坂田マイスターは、作業をする中で、ここでは止め
てほしくないと思うときにはそのまま作業を続けさせ
てくれて、上手いタイミングで声をかけてくれる指導
をしてくれました。技術だけでなく、こうした配慮が
できるところもすごいなあと思いました。
　また、置引きの作業では、材料がある程度固まるま
で待ち時間ができますが、その間にできる作業がある
ということを教わりました。

熟練の職人にしかできない指導を
受けることができる

カリキュラム

高い技能を目の前でみられるチャンス

　1 人でしていては気づかない自分の欠点などがある
のですが、そういうことに気付けるよう、少し離れた
ところから自分を見るような姿勢を教えてくれまし
た。
　一つひとつ確かめながらやってみるという自分を冷
静に見つめる機会をつくってくれたことが大変参考に
なりました。また、普段、仕事の現場で見られない技
術を見せてもらえたことも参考になりました。
　坂田マイスターの言葉を自分の頭の中に入れてみ
て、自分自身の技術に合わせて考えることが、自分の
力を上げていくのに役立ちました。同時に考える力も
身に付いたと思います。受講を通して、自分自身の幅
が広がったと感じることができました。こういう機会
をつくってくれるのが「ものづくりマイスター制度」
だと思います。

自分の仕事を冷静に見つめる。もう一つの
視点の重要性を教えてくれた

　ものづくりマイスターの方々は、皆さんがかなりの技
能を持った人たちばかりです。その反面、人前で話をす
ることが苦手な人が多いのも事実です。しかし、話すこ
とは不得手でも、技術・技能に深い関心のある受講者に
は、ものづくりマイスターの想いが通じるということも
よくあります。企業、受講者、ものづくりマイスター、コー
ナー担当者の信頼関係を築いていくことが重要ではない
かと考えています。

【地域技能振興コーナー担当者より】

受講を通して自分自身の幅が広がった

受講者の声

写真）作品

岩佐富士夫 社長受入担当者
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〒 880-0902 宮崎県宮崎市大淀 3-5-16　
　　　　　　  南宮崎駅前ビル E 棟 2 階
理事長　　　：　松山　寛
組員数　　　：　58 名
組合技能士数：51 名　（H26.7 取材当時）

　畳製作は、昭和の高度成長期の頃から機械化が
進み、昔ながらの手縫いで仕事をする機会は、今
ではほとんどの畳店でなくなっています。20 年
以上の経験を持つ職人でも、自ら率先して学ばな
い限り、手縫いの作業を経験することがありませ
ん。しかし、畳製作の基本は手縫いにこそあり、
そこに様々な技術・技能が集約されていることか
ら、技能の向上や応用においても、手作業を学ぶ
ことには大変に意味があります。当組合では、若
手職人の技能教育に力を入れている中でこの制度
を知り、ぜひ活用したいと思い、ものづくりマイ
スターの派遣を依頼しました。

事例 10　畳製作

宮崎県畳工業組合

ものづくりマイスター派遣先

　依頼を受けた宮崎県畳工業組合の松山理事長とも協
議して、同組合で取り組んでいる後継者育成の方針や、
これまでに実施された技能講習の内容を把握すること
から始めました。カリキュラムは畳製作に関し、過去
に出題された技能検定や競技大会の課題を参考にし
て、手縫いで 1 枚の畳を仕上げる工程を基本としま
した。
　畳 1 枚を手縫いで仕上げる工程には、寸法を測り、
畳を切り、框（かまち：畳のヘリがついていない部分）
を縫って完成させるところまでに様々な技能が含まれ
ています。やってみると、自分の得手不得手が分かっ
てきますので、時間がかかってしまうところは、なぜ
そうなるのかなど、自らの実力を把握して不得手を改
善していけるように、また、実技では個別指導できる
ような環境を作りました。
　手縫いの経験がほとんどない若者に、1 日や 2 日の
講習でその全てを伝え、身に付けてもらうことは到底
できないのですが、丁寧に繰り返し指導していくこと
を心がけました。受講者数が多いときは、私だけでな
く、指導の補佐を付けてもらうように依頼し、協力体
制をとってもらいました。

深い指導を行うために
個別指導できる環境を作った

　受講者が予想外の動きをしたり、意外な質問が出た
りしたことがありました。考えてみれば、これまでに
経験したことのない作業に取り組むのですから、無理
のないことなのでしょう。指導する立場としては、根
気よく、やはり一つひとつ丁寧に伝えていくことが大
切であると感じています。

技能習得は「根気よく、丁寧に」

宮崎県畳工業組合

昔ながらの手縫いの技を伝えて
技術の向上と畳文化の継承に繋げる

浜田　博ものづくりマイスター

昭和 24 年 11 月 24 日生まれ
昭和 53 年度 1 級技能士　畳製作（畳製作作業）取得
平成 25 年度 厚生労働省ものづくりマイスター（畳製作）認定

浜田　博（はまだ　ひろし）

ものづくりマイスター

　同じ材料を使って製作しても、作り手によって仕上
がりには微妙に違いが出てきます。機械でも手縫いで
も同様です。大事なことは、畳を敷く場所に応じて、
その場に最も合ったものとなるように考えながら仕上
げていく力を付けることです。技術に加え、段取りよ
く進めていく技量も必要ですので、受講後も常に自ら
を高めていく気持ちが持てるような「気構え」も伝え
ていけたらと考えています。
　また、指導者としては、粘り強く教えることが大切
です。自分のやり方が全てではありませんので、その
ことを念頭に置いて指導に当たることが大切ではない
でしょうか。受講者の方は、まず自分で学んで、自分
自身を高めようという姿勢を持つことが大切だと思い
ます。素直な心を持って学ぶことは、技だけでなく、
人としての成長にもつながると信じています。

畳を敷く場所に最も合うものを
「考えながらつくる技能」が重要

写真）浜田博ものづくりマイスター、受入担当者の松山寛理事長、受講者のみなさん

畳製作

実施期間 6 月〜 8 月

実施場所 宮崎県技能検定センター

受講者数 16 名
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　「ものづくりマイスター制度」は、宮崎県職業能力
開発協会の関係機関参集による説明会を通じて知りま
した。当組合では日常的に技能講習を実施しており、
会場の１つが同協会と同じ場所にあることから、さら
に詳しい情報もいち早く知ることができ、ものづくり
マイスターの派遣に踏み切りました。
　私どもでは、お客様に良い畳をご提供することが最
も大事なことだと考えており、日頃から組合員の皆で
協力して、業界全体のレベルを上げていくことを話し
合っていますので、この取り組みを推進することに苦
労はありませんでした。ただ、多くの畳店が少人数で
営業していますので、受講者を送り出すことは、各店
に負担をかけることになります。そこで、より有意義
な講習となるように、開催する側はもちろん、受講者
にも時間を大切にして真剣に取り組んでもらえるよう
な働きかけに注力しています。

講習の時間が濃密なものになるよう、
真剣に取り組んだ

事例 10　畳製作

写真）浜田マイスターの指導の様子

　現在の畳製作は機械を使って行うことが大半です
が、手縫いの技を求められることがありますし、作業
の流れの意味を知るうえでも、手縫いを学ぶことが大
切です。また、新たな製品づくりやより良い製品づく
りを目指すとき、手縫いの技術が身に付いていれば、
そこから応用させて発想することもできるなど、幅広
い観点から仕事に役立ちます。この手縫いの技術をも
のづくりマイスターから学べるのですから、とてもあ
りがたいことです。さらに、他店の同世代の仲間の作
業の様子に触れられることも、技能講習のメリットだ
と思います。

手縫いを直接指導してもらえる貴重な機会

幅広い視点から仕事に役立つ
手縫いの技術を身につける

指導日 指導内容

1 6/3 畳の寸法取り、寸法の割出し及び割付

2 6/4 框（かまち）裁断、平差し縫い

3 7/17 平差し縫い、返し縫い

4 8/18 返し縫い、畳の敷き込み

宮崎県畳工業組合

　日常の仕事では機械しか使わないため、どうやって
手で縫えばよいのか分かりませんでしたし、畳職人と
して、身に付けておきたい技術・知識を修得したいと
考えて受講しました。将来的には、畳製作の技能検定
を受検したいと思っています。
　講師の方々の針運びと、針を持たない方の手の使い
方に感銘を受けました。同時に、手縫いの畳は、機械
で、作ったものと見栄えがすいぶん異なることにも驚
きました。四角い畳以外の円形や三角形の畳について
は、手縫い以外で作ることはできず、これから畳を広
めていく色々なアイデアにもつながり、受講して本当
によかったです。
　手縫いの技法として、例えば、畳床を切るときの包
丁の角度、返しわらの入れ方、床薄べり平刺しの糸の
締め方など、匠の技を間近で見られたことが特に参考
になりました。また、手縫いの技法は、機械で畳を製
作するときも参考になります。自分の職場では学べな
いことを教えていただいたことに、大変感謝していま
す。

　試験勉強のためといった心持ちで始めた「畳の手縫
い」技能は、合格したら恐らく忘れてしまうでしょう。
しかし、浜田マイスターからご指導いただく中で、こ
の素晴らしい技能は、継承しなければいけないと考え
るようになりました。技能検定試験の合格は職人とし
てのゴールではありませんので、今後はこの技能を忘
れないように、後進に指導ができるくらい、ブラッシ
ユアップしていきたいと思います。

「この技術を継承しなければ」と感じた

写真）実習で製作した畳とともに

カリキュラム

技能を身につけることで
仕事のバタリティがひろがる

技能をきちんと継承し受け継いでいきたい

　若い職人の技能向上に力を入れている組合にとっ
て、この制度は大変に意義のあるものですので、ぜひ
活用されることをお勧めします。
　また、「私たちの業界には、ものづくりマイスター
と呼ばれる熟練技能者がいて、その人たちが後進の育
成に力を入れている」ことをお客様にアピールできる
機会にもなると思います。

ものづくりマイスターの存在は
業界のアピールになる

　若年者のものづくり離れが進んでいると言われる
中、宮崎県畳工業組合さんや、ものづくりマイスター
の浜田さんのように、後継者の育成に使命感を持って
熱心に取り組んでおられる方々と、この制度に取り組
めたことを、とても意義のあることと感じています。
全国的にもさらに活用が広がることを期待していま
す。

【地域技能振興コーナー担当者より】

受講者の声松山寛 理事長受入担当者
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「ものづくりマイスター制度」及び地域技能振興コーナーについては、
『ものづくりマイスターデータベース』をご覧ください。

 ものづくりマイスター 検索

　「ものづくりマイスター制度」では、建設業及び製造業における 100 を超える職種を対象に、高度な技能を
持ったものづくりマイスターが、技能検定や技能競技大会の課題等を活用し、中小企業や学校において広く実
技指導を行い、技能尊重気運の醸成を図るとともに効果的な技能の継承や後継者の育成を行っています。また、
小中学校等での講義や「ものづくり体験教室」等により、「ものづくりの魅力」を発信しています。

厚生労働省

のご案内
「ものづくりマイスター制度」

ものづくりマイスターの認定
　ものづくりマイスターの認定を受けるためには、以下の全ての要件が必要です。
　認定申請書類を審査の上、中央技能振興センターでものづくりマイスターの審査・認定を行います。

　平成 27 年 7 月 10 日現在、全国で認定されたものづくりマイスターは、6,371 人にのぼり、中小企業や教育訓練
機関などで、若者の実技指導に活躍しています。また、平成 26 年度からは、将来のものづくりを担う小・中学校等
の児童・生徒を対象とした「目指せマイスター｣ プロジェクトがスタートし、ものづくりマイスターによる「ものづ
くりの魅力」にまつわる講義や体験教室などを行っています。

　ものづくりマイスターの派遣コーディネートは、地域技能振興コーナーが無料で行います。
　また、ものづくりマイスターの派遣費用や指導に係る材料費は、規定の範囲内で、地域技能振興コーナーが負担します。
派遣コーディネートの相談に関する詳細は、お近くの地域技能振興コーナーにお尋ねください。

ものづくりマイスター制度の仕組み
ものづくり
マイスター

「いずれかに該当」
特級・一級・単一等級技能士

技能五輪全国大会（金・銀・銅賞）
上記と同等の技能を有する者

実務経験
15 年以上

技能の継承
後継者の育成に
意欲的な活動の
意思・能力が

ある方

以下の方々を対象に実技指導を行います

ものづくり
マイスター

中小企業等の
若年者

工業高等学校等の
生徒

小・中学校等の
児童・生徒

職業訓練施設等の
訓練生

ものづくりマイスターになるためには、以下の要件が必要です。

ものづくりマイスターの実技指導
　ものづくりマイスターの実技指導では、主に技能検定課題や技能五輪全国大会等の競技大会課題を活用して行ってい
ます。技能検定とは、労働者が有する技能を一定の基準によって検定し、これを公証する国家検定制度のことで、原則、
1 級、2 級、3 級等の各等級に区分されています。
　また、技能五輪全国大会を始めとした技能競技大会は、技能者の技能レベルを競うことにより、それぞれの技能の一
層の向上や、広く国民一般に対して技能の重要性や必要性をアピールすることにより、技能者の社会的地位向上や若年
技能者の裾野の拡大等に寄与しています。

ものづくりマイスターデータベース
ものづくり
マイスター

中央技能振興センター
ものづくりマイスターの認定

熟練技能者
（特級、一級、単一等級技能士など）

若年技能者

若年労働者

生徒

業界団体

企業等

教育訓練機関

地域技能振興コーナー

ものづくり
マイスター

ものづくり
マイスター

認定・登録

実技指導

相談・派遣依頼

ものづくりマイスターの
認定申請書の受付

ものづくりマイスターの
派遣コーディネート

若手技能者の人材育成に
係る相談・援助

3 級技能者

基礎 1 級、基礎 2 級技能者

一般技能者

技能五輪国際大会
（2 年に 1 回開催）

技能五輪全国大会
（毎年開催）

技能グランプリ
（2 年に 1 回開催）

若年者ものづくり
競技大会

（毎年開催）

金メダル
特級

1 級技能者

2 級技能者

技
能
レ
ベ
ル
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　厚生労働省では、ものづくりマイスターの認知度を向上させ、ものづくりマイスター
がより活動しやすい環境を醸成することを目的に、平成 26 年度にシンボルマークを
公募し、以下のデザインに決定しました。

厚生労働省「ものづくりマイスター」
シンボルマークのご紹介

シンボルマーク入り腕章・ワッペンの着用例

詳しくは、「ものづくりマイスターデータベース」をご覧ください。

本シンボルマークを使用できるのは、ものづくりマイスター、厚生労働省、
中央技能振興センター及び地域技能振興コーナーに限ります。

　「技のとびら」では、身近でありながら知らない多くの仕事（技能士の職種）につ
いて分かりやすく紹介しているほか、技能検定試験、技能競技大会、地域で行う技能
イベント等の詳細もご紹介しています。

詳しくは

技のとびら
技能検定制度等に係るポータルサイトのご案内

 技のとびら 検索






